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３
 
学
習
指
導
要
領

 

小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
２
９
年
３
月
告
示
）
 
＊
「
内
容
」
の
中
で
食
育
に
関
係
す
る
箇
所
を
抜
粋
 

第
２
章
 各教科 

第
２
節
 
 
社
会

 
〔
第
３
学
年
〕
 

(
1
)
 
身
近
な
地
域
や
市
区
町
村
の
様
子
に
つ
い
て
，
 
学
習
の
問
題
を
追
究
・
解
決
す
る
活
動
を
通
し
て
，
 

次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
身
近
な
地
域
や
自
分
た
ち
の
市
の
様
子
を
大
ま
か
に
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
観
察
・
調
査
し
た
り
地
図
な
ど
の
資
料
で
調
べ
た
り
し
て
，
白
地
図
な
ど
に
ま
と
め
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 都道府県

内
に
お
け
る
市
の
位
置
，
市
の
地
形
や
土
地
利
用
，
交
通
の
広
が
り
，
市
役
所
な
ど
主

な
公
共
施
設
の
場
所
と
働
き
，

 
古
く
か
ら
残
る
建
造
物
の
分
布
な
ど
に
着
目
し
て
，
身
近
な
地

域
や
市
の
様
子
を
捉
え
，
場
所
に
よ
る
違
い
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
地
域
に
見
ら
れ
る
生
産
や
販
売
の
仕
事
に
つ
い
て
，
 
学
習
の
問
題
を
追
究
・
解
決
す
る
活
動
を
通

し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
産
の
仕
事
は
，
 
地
域
の
人
々
の
生
活
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理

解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
販
売
の
仕
事
は
，
消
費
者
の
多
様
な
願
い
を
踏
ま
え
売
り
上
げ
を
高
め
る
よ
 
う
，
工
夫
し
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
見
学
・
調
査
し
た
り
地
図
な
ど
の
資
料
で
調
べ
た
り
し
て
，
白
地
図
な
ど
に
ま
と
め
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
仕
事
の
種
類
や
産
地
の
分
布
，
仕
事
の
工
程
な
ど
に
着
目
し
て
，
生
産
に
携
わ
っ
て
い
る
人
々
の

仕
事
の
様
子
を
捉
え
，
地
域
の
人
々
の
生
活
と
の
関
連
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
消
費
者
の
願
い
，
販
売
の
仕
方
，
他
地
域
や
外
国
と
の
関
わ
り
な
ど
に
着
目
し
て
，
 
販
売
に
携

わ
っ
て
い
る
人
々
の
仕
事
の
様
子
を
捉
え
，
 
そ
れ
ら
の
仕
事
に
見
ら
れ
る
工
夫
を
考
え
，
 
表
現
す

る
こ
と
。
 

 〔
第
４
学
年
〕
 

(
1
)
 
都
道
府
県
の
様
子
に
つ
い
て
，
学
習
の
問
題
を
追
究
・
解
決
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
自
分
た
ち
の
県
の
地
理
的
環
境
の
概
要
を
理
解
す
る
こ
と
。
ま
た
，

4
7
都
道
府
県
の
名
称
と
位

置
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

3
　
学
習
指
導
要
領

  １
 学校教育法（昭和22年3月31日法律第26号） 第

三
十
七
条
 

2
 
小
学
校
に
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
副
校
長
、
主
幹
教
諭
、
指
導
教
諭
、
栄
養
教
諭
そ

の
他
必
要
な
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

1
3
 
栄
養
教
諭
は
、
児
童
の
栄
養
の
指
導
及
び
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
。
 

 （
中
学
校
は
第
四
十
九
条
に
、
特
別
支
援
学
校
は
第
八
十
二
条
に
準
用
規
定
）
 

 

２
 
学
校
給
食
法
（
昭
和

2
9
年

6
月

3
日
法
律
第

1
6
0
号
）

 

（
義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
の
任
務
）
 

第
四
条
 
義
務
教
育
諸
学
校
の
設
置
者
は
、
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
い
て
学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

  
（
学
校
給
食
栄
養
管
理
者
）
 

第
七
条
 
義
務
教
育
諸
学
校
又
は
共
同
調
理
場
に
お
い
て
学
校
給
食
の
栄
養
に
関
す
る
専
門
的
事
項
を
つ

か
さ
ど
る
職
員
（
第
十
条
第
三
項
に
お
い
て
「
学
校
給
食
栄
養
管
理
者
」
と
い
う
。
）
は
、
教
育
職
員
免

許
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
栄
養
教
諭
の
免
許
状
を
有
す

る
者
又
は
栄
養
士
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
栄
養
士

の
免
許
を
有
す
る
者
で
学
校
給
食
の
実
施
に
必
要
な
知
識
若
し
く
は
経
験
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
 

 第
十
条
 
栄
養
教
諭
は
、
児
童
又
は
生
徒
が
健
全
な
食
生
活
を
自
ら
営
む
こ
と
が
で
き
る
知
識
及
び
態
度
を

養
う
た
め
、
学
校
給
食
に
お
い
て
摂
取
す
る
食
品
と
健
康
の
保
持
増
進
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
の
指
導
、

食
に
関
し
て
特
別
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
個
別
的
な
指
導
そ
の
他
の
学
校
給

食
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
実
践
的
な
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
校
長
は
、
当

該
指
導
が
効
果
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
学
校
給
食
と
関
連
付
け
つ
つ
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
食

に
関
す
る
指
導
の
全
体
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 

２
 
栄
養
教
諭
が
前
項
前
段
の
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
当
該
義
務
教
育
諸
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の

産
物
を
学
校
給
食
に
活
用
す
る
こ
と
そ
の
他
の
創
意
工
夫
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
行
い
、
当
該
地
域
の

食
文
化
、
食
に
係
る
産
業
又
は
自
然
環
境
の
恵
沢
に
対
す
る
児
童
又
は
生
徒
の
理
解
の
増
進
を
図
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。
 

３
 
栄
養
教
諭
以
外
の
学
校
給
食
栄
養
管
理
者
は
、
栄
養
教
諭
に
準
じ
て
、
第
一
項
前
段
の
指
導
を
行
う
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
後
段
及
び
前
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
 

  

1
　
学
校
教
育
法

（
昭

和
2
2
年

3
月

3
1
日

法
律

第
2
6
号

）

2
　
学
校
給
食
法

（
昭

和
2
9
年

6
月

3
日

法
律

第
1
6
0
号

）
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〔
第
６
学
年
〕
 

(
2
)
 
我
が
国
の
歴
史
上
の
主
な
事
象
に
つ
い
て
，
学
習
の
問
題
を
追
究
・
解
決
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次

の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
そ
の
際
，
我
が
国
の
歴
史
上
の
主
な
事
象
を
手

掛
か
り
に
，
お
お
ま
か
な
歴
史
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
関
連
す
る
先
人
の
業
績
，
優
れ
た
文
化
遺
産

を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
狩
猟
・
採
集
や
農
耕
の
生
活
，
古
墳
，
大
和
政
権
（
大
和
朝
廷
）
に
よ
る
統
一
の
様
子
を
手
掛
か

り
に
，
む
ら
か
ら
く
に
へ
と
変
化
し
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
神
話
・
伝
承
を
手
掛
か

り
に
，
国
の
形
成
に
関
す
る
考
え
方
な
ど
に
関
心
を
も
つ
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
大
陸
文
化
の
摂
取
，
大
化
の
改
新
，
大
仏
造
営
の
様
子
を
手
掛
か
り
に
，
天
皇
を
中
心
と
し
た
政

治
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
貴
族
の
生
活
や
文
化
を
手
掛
か
り
に
，
日
本
風
の
文
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
 

(
ｴ
)
 
源
平
の
戦
い
，
鎌
(
か
ま
)
倉
(
く
ら
)
幕
府
の
始
ま
り
，
元
と
の
戦
い
を
手
掛
か
り
に
，
武
士
に
よ
 
 

る
政
治
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｵ
)
 
京
都
の
室
町
に
幕
府
が
置
か
れ
た
頃
の
代
表
的
な
建
造
物
や
絵
画
を
手
掛
か
り
に
，
今
日
の
生

活
文
化
に
つ
な
が
る
室
町
文
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｶ
)
 
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来
，
織

(
お
)
田
(
だ
)・
豊
(
と
よ
)
臣

(
と
み
)
の
天
下
統
一
を
手
掛
か
り
に
，
戦

国
の
世
が
統
一
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｷ
)
 
江
戸
幕
府
の
始
ま
り
，
参
勤
交
代
や
鎖
国
な
ど
の
幕
府
の
対
外
政
策
，
身
分
制
を
手
掛
か
り
に
，

武
士
に
よ
る
政
治
が
安
定
し
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｸ
)
 
歌
(
か
)
舞
(
ぶ
)
伎

(
き
)
や
浮
世
絵
，
国
学
や
蘭
(
ら
ん

)
学

(
が
く
)
を
手
掛
か
り
に
，
町
人
の
文

化
が
栄
え
新
し
い
学
問
が
お
こ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｹ
)
 
黒
船
の
来
航
，
廃
藩
置
県
や
四
民
平
等
な
ど
の
改
革
，
文
明
開
化
な
ど
を
手
掛
か
り
に
，
我
が
国

が
明
治
維
新
を
機
に
欧
米
の
文
化
を
取
り
入
れ
つ
つ
近
代
化
を
進
め
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｺ
)
 
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
，
日

(
に
つ
)
清
(
し
ん
)・
日
露
の
戦
争
，
条
約
改
正
，
科
学
の
発
展
な

ど
を
手
掛
か
り
に
，
我
が
国
の
国
力
が
充
実
し
国
際
的
地
位
が
向
上
し
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｻ
)
 
日
中
戦
争
や
我
が
国
に
関
わ
る
第
二
次
世
界
大
戦
，
日
本
国
憲
法
の
制
定
，
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
な
ど
を
手
掛
か
り
に
，
戦
後
我
が
国
は
民
主
的
な
国
家
と
し
て
出
発
し
，
国

民
生
活
が
向
上
し
，
国
際
社
会
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｼ
)
 
遺
跡
や
文
化
財
，
地
図
や
年
表
な
ど
の
資
料
で
調
べ
，
ま
と
め
る
こ
と
。
 

イ
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
世
の
中
の
様
子
，
人
物
の
働
き
や
代
表
的
な
文
化
遺
産
な
ど
に
着
目
し
て
，
我
が
国
の
歴
史
上
の

主
な
事
象
を
捉
え
，
我
が
国
の
歴
史
の
展
開
を
考
え
る
と
と
も
に
，
歴
史
を
学
ぶ
意
味
を
考
え
，
表

現
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
と
日
本
の
役
割
に
つ
い
て
，
学
習
の
問
題
を
追
究
・
解
決
す
る
活
動
を
通

し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

(
ｲ
)
 
地
図
帳
や
各
種
の
資
料
で
調
べ
，
白
地
図
な
ど
に
ま
と
め
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
我
が
国
に
お
け
る
自
分
た
ち
の
県
の
位
置
，
県
全
体
の
地
形
や
主
な
産
業
の
分
布
，
交
通
網
や
主

な
都
市
の
位
置
な
ど
に
着
目
し
て
，
県
の
様
子
を
捉
え
，
地
理
的
環
境
の
特
色
を
考
え
，
表
現
す
る

こ
と
。
 

(
2
)
 
人
々
の
健
康
や
生
活
環
境
を
支
え
る
事
業
に
つ
い
て
，
 
学
習
の
問
題
を
追
究
・
解
決
す
る
活
動
を

通
し
て
，
 
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
飲
料
水
，
電
気
，
ガ
ス
を
供
給
す
る
事
業
は
，
安
全
で
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
，
地
域
の
人
々
の
健
康
な
生
活
の
維
持
と
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る

こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
廃
棄
物
を
処
理
す
る
事
業
は
，
衛
生
的
な
処
理
や
資
源
の
有
効
利
用
が
で
き
る
よ
う
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
や
，
生
活
環
境
の
維
持
と
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

 

(
ｳ
)
 
見
学
・
調
査
し
た
り
地
図
な
ど
の
資
料
で
調
べ
た
り
し
て
，
ま
と
め
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
供
給
の
仕
組
み
や
経
路
，
県
内
外
の
人
々
の
協
力
な
ど
に
着
目
し
て
，
飲
料
水
，
電
気
，
ガ
ス
の

供
給
の
た
め
の
事
業
の
様
子
を
捉
え
，
そ
れ
ら
の
事
業
が
果
た
す
役
割
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
処
理
の
仕
組
み
や
再
利
用
，
県
内
外
の
人
々
の
協
力
な
ど
に
着
目
し
て
，
廃
棄
物
の
処
理
の
た
め

の
事
業
の
様
子
を
捉
え
，
そ
の
事
業
が
果
た
す
役
割
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 〔
第
５
学
年
〕
 

(
2
)
 
我
が
国
の
農
業
や
水
産
業
に
お
け
る
食
料
生
産
に
つ
い
て
，
学
習
の
問
題
を
追
究
 
・
解
決
す
る
活

動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
我
が
国
の
食
料
生
産
は
，
自
然
条
件
を
生
か
し
て
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
，
国
民
の
食
料
を
確
保

す
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
食
料
生
産
に
関
わ
る
人
々
は
，
生
産
性
や
品
質
を
高
め
る
よ
う
努
力
し
た
り
輸
送
方
法
や
販
売

方
法
を
工
夫
し
た
り
し
て
，
良
質
な
食
料
を
消
費
地
に
届
け
る
な
ど
，
食
料
生
産
を
支
え
て
い
る
こ

と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
地
図
帳
や
地
球
儀
，
各
種
の
資
料
で
調
べ
，
ま
と
め
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
産
物
の
種
類
や
分
布
，
生
産
量
の
変
化
，
輸
入
な
ど
外
国
と
の
関
わ
り
な
ど
に
着
目
し
て
，
食

料
生
産
の
概
要
を
捉
え
，
食
料
生
産
が
国
民
生
活
に
果
た
す
役
割
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
生
産
の
工
程
，
人
々
の
協
力
関
係
，
技
術
の
向
上
，
輸
送
，
価
格
や
費
用
な
ど
に
着
目
し
て
，
食

料
生
産
に
関
わ
る
人
々
の
工
夫
や
努
力
を
捉
え
，
そ
の
働
き
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
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季
節
の
変
化
に
着
目
し
て
，
そ
れ
ら
を
関
係
付
け
て
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
動
物
の
活
動
は
，
暖
か
い
季
節
，
寒
い
季
節
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
植
物
の
成
長
は
，
暖
か
い
季
節
，
寒
い
季
節
な
ど
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
身
近
な
動
物
や
植
物
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
既
習
の
内
容
や
生
活
経
験
を
基
に
，
季
節
ご
と
の

動
物
の
活
動
や
植
物
の
成
長
の
変
化
に
つ
い
て
，
根
拠
の
あ
る
予
想
や
仮
説
を
発
想
し
，
表
現
す
る
こ

と
。
 

 〔
第
５
学
年
〕
 

Ｂ
 
 
生
命
・
地
球
 

(
1
)
植
物
の
発
芽
，
成
長
，
結
実
 

植
物
の
育
ち
方
に
つ
い
て
，
発
芽
，
成
長
及
び
結
実
の
様
子
に
着
目
し
て
，
そ
れ
ら
に
関
わ
る
条
件
を

制
御
し
な
が
ら
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
植
物
は
，
種
子
の
中
の
養
分
を
基
に
し
て
発
芽
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
植
物
の
発
芽
に
は
，
水
，
空
気
及
び
温
度
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
植
物
の
成
長
に
は
，
日
光
や
肥
料
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
。
 

(
ｴ
)
 
花
に
は
お
し
べ
や
め
し
べ
な
ど
が
あ
り
，
花
粉
が
め
し
べ
の
先
に
付
く
と
め
し
べ
の
も
と
が
実

に
な
り
，
実
の
中
に
種
子
が
で
き
る
こ
と
。
 

イ
 
植
物
の
育
ち
方
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
植
物
の
発
芽
，
成
長
及
び
結
実
と
そ
れ
ら
に
関
わ
る
条

件
に
つ
い
て
の
予
想
や
仮
説
を
基
に
，
解
決
の
方
法
を
発
想
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
動
物
の
誕
生
 

動
物
の
発
生
や
成
長
に
つ
い
て
，
魚
を
育
て
た
り
人
の
発
生
に
つ
い
て
の
資
料
を
活
用
し
た
り
す
る

中
で
，
卵
や
胎
児
の
様
子
に
着
目
し
て
，
時
間
の
経
過
と
関
係
付
け
て
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事

項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
魚
に
は
雌
雄
が
あ
り
，
生
ま
れ
た
卵
は
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
中
の
様
子
が
変
化
し
て
か
え
る
こ

と
。
 

(
ｲ
)
 
人
は
，
母
体
内
で
成
長
し
て
生
ま
れ
る
こ
と
。
 

イ
 
動
物
の
発
生
や
成
長
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
動
物
の
発
生
や
成
長
の
様
子
と
経
過
に
つ
い
て

の
予
想
や
仮
説
を
基
に
，
解
決
の
方
法
を
発
想
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 〔
第
６
学
年
〕
 

Ｂ
 
 
生
命
・
地
球
 

(
1
)
人
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
 

ア
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
我
が
国
と
経
済
や
文
化
な
ど
の
面
で
つ
な
が
り
が
深
い
国
の
人
々
の
生
活
は
，
多
様
で
あ
る
こ

と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
を
通
し
て
他
国
と
交
流
し
，
異
な
る
文
化
や
習

慣
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
我
が
国
は
，
平
和
な
世
界
の
実
現
の
た
め
に
国
際
連
合
の
一
員
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
り
，
諸
外
国
の
発
展
の
た
め
に
援
助
や
協
力
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
地
図
帳
や
地
球
儀
，
各
種
の
資
料
で
調
べ
，
ま
と
め
る
こ
と
。
 

イ
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
外
国
の
人
々
の
生
活
の
様
子
な
ど
に
着
目
し
て
，
日
本
の
文
化
や
習
慣
と
の
違
い
を
捉
え
，
国
際

交
流
の
果
た
す
役
割
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
地
球
規
模
で
発
生
し
て
い
る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
連
携
・
協
力
な
ど
に
着
目
し
て
,
国
際
連
合

の
働
き
や
我
が
国
の
国
際
協
力
の
様
子
を
捉
え
，
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国
が
果
た
し
て
い
る

役
割
を
考
え
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 第
４
節
 
 
理
科
 

〔
第
３
学
年
〕
 

Ｂ
 
 
生
命
・
地
球
 

(
1
)
身
の
回
り
の
生
物
 

身
の
回
り
の
生
物
に
つ
い
て
，
探
し
た
り
育
て
た
り
す
る
中
で
，
そ
れ
ら
の
様
子
や
周
辺
の
環
境
，

成
長
の
過
程
や
体
の
つ
く
り
に
着
目
し
て
，
そ
れ
ら
を
比
較
し
な
が
ら
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の

事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
物
は
，
色
，
形
，
大
き
さ
な
ど
，
姿
に
違
い
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
，
周
辺
の
環
境
と
関
わ
っ
て

生
き
て
い
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
昆
虫
の
育
ち
方
に
は
一
定
の
順
序
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
，
成
虫
の
体
は
頭
，
胸
及
び
腹
か
ら
で
き

て
い
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
植
物
の
育
ち
方
に
は
一
定
の
順
序
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
，
そ
の
体
は
根
，
茎
及
び
葉
か
ら
で
き
て

い
る
こ
と
。
 

イ
 
身
の
回
り
の
生
物
の
様
子
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
差
異
点
や
共
通
点
を
基
に
，
身
の
回
り
の
生

物
と
環
境
と
の
関
わ
り
，
 
昆
虫
や
植
物
の
成
長
の
き
ま
り
や
体
の
つ
く
り
に
つ
い
て
の
問
題
を
見
い

だ
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 〔
第
４
学
年
〕
 

Ｂ
 
生
命
・
地
球
 

(
2
)
 
季
節
と
生
物
 

身
近
な
動
物
や
植
物
に
つ
い
て
，
探
し
た
り
育
て
た
り
す
る
中
で
，
動
物
の
活
動
や
植
物
の
成
長
と
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(
1
)
 
学
校
生
活
に
関
わ
る
活
動
を
通
し
て
，
学
校
の
施
設
の
様
子
や
学
校
生
活
を
支
え
て
い
る
人
々
や

友
達
，
通
学
路
の
様
子
や
そ
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
人
々
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
，
学
校

で
の
生
活
は
様
々
な
人
や
施
設
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
，
楽
し
く
安
心
し
て
遊
び
や
生
活

を
し
た
り
，
安
全
な
登
下
校
を
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
。
 

(
2
)
 
家
庭
生
活
に
関
わ
る
活
動
を
通
し
て
，
家
庭
に
お
け
る
家
族
の
こ
と
や
自
分
で
で
き
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
，
家
庭
で
の
生
活
は
互
い
に
支
え
合
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
，
自
分

の
役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
た
り
，
規
則
正
し
く
健
康
に
気
を
付
け
て
生
活
し
た
り
し
よ
う
と
す
る
。
 

(
3
)
 
地
域
に
関
わ
る
活
動
を
通
し
て
，
地
域
の
場
所
や
そ
こ
で
生
活
し
た
り
働
い
た
り
し
て
い
る
人
々

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
，
自
分
た
ち
の
生
活
は
様
々
な
人
や
場
所
と
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
，
そ
れ
ら
に
親
し
み
や
愛
着
を
も
ち
，
適
切
に
接
し
た
り
安
全
に
生
活
し
た
り
し
よ
う
と
す

る
。
 

〔
身
近
な
人
々
，
 
社
会
及
び
自
然
と
関
わ
る
活
動
に
関
す
る
内
容
〕
 

(
5
)
 
身
近
な
自
然
を
観
察
し
た
り
，
季
節
や
地
域
の
行
事
に
関
わ
っ
た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
し
て
，
 

そ
れ
ら
の
違
い
や
特
徴
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
，
自
然
の
様
子
や
四
季
の
変
化
，
季
節
に
よ
っ
て
生

活
の
様
子
が
変
わ
る
こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
取
り
入
れ
自
分
の
生
活
を
楽
し
く
し
よ

う
と
す
る
。
 

(
7
)
 
動
物
を
飼
っ
た
り
植
物
を
育
て
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ら
の
育
つ
場
所
，
変
化
や
成
長
の

様
子
に
関
心
を
も
っ
て
働
き
か
け
る
こ
と
が
で
き
，
そ
れ
ら
は
生
命
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
成
長
し

て
い
る
こ
と
に
気
付
く
と
と
も
に
，
生
き
物
へ
の
親
し
み
を
も
ち
，
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
。
 

〔
自
分
自
身
の
生
活
や
成
長
に
関
す
る
内
容
〕
 

(
9
)
 
自
分
自
身
の
生
活
や
成
長
を
振
り
返
る
活
動
を
通
し
て
，
自
分
の
こ
と
や
支
え
て
く
れ
た
人
々
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
，
自
分
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
，
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
，

役
割
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
分
か
る
と
と
も
に
，
こ
れ
ま
で
の
生
活
や
成
長
を
支
え
て
く
れ
た
人
々

に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
ち
，
こ
れ
か
ら
の
成

 
長
へ
の
願
い
を
も
っ
て
，
意
欲
的
に
生
活
し
よ

 
う
 
と

す
る
。
 

 第
８
節
 
 
家
庭
 

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

 

Ｂ
 
 
衣
食
住
の
生
活
 

次
の
(
1
)
か
ら
(
6
)
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
，
課
題
を
も
っ
て
，
健
康
・
快
適
・
安
全
で
豊
か
な
食
生
活
，

衣
生
活
，
住
生
活
に
向
け
て
考
え
，
工
夫
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
指
導
す
る
。
 

(
1
)
食
事
の
役
割
 

ア
 
食
事
の
役
割
が
分
か
り
，
日
常
の
食
事
の
大
切
さ
と
食
事
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
楽
し
く
食
べ
る
た
め
に
日
常
の
食
事
の
仕
方
を
考
え
，
工
夫
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
調
理
の
基
礎
 

人
や
他
の
動
物
に
つ
い
て
，
体
の
つ
く
り
と
呼
吸
，
消
化
，
排
出
及
び
循
環
の
働
き
に
着
目
し
て
，
生

命
を
維
持
す
る
働
き
を
多
面
的
に
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
体
内
に
酸
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
，
体
外
に
二
酸
化
炭
素
な
ど
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
食
べ
物
は
，
口
，
胃
，
腸
な
ど
を
通
る
間
に
消
化
，
吸
収
さ
れ
，
吸
収
さ
れ
な
か
っ
た
物
は
排
出

さ
れ
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
血
液
は
，
心
臓
の
働
き
で
体
内
を
巡
り
，
養
分
，
酸
素
及
び
二
酸
化
炭
素
な
ど
を
運
ん
で
い
る
こ

と
。
 

(
ｴ
)
 
体
内
に
は
，
生
命
活
動
を
維
持
す
る
た
め
の
様
々
な
臓
器
が
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
人
や
他
の
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
体
の
つ
く
り
と
呼
吸
，
消
化
，

排
出
及
び
循
環
の
働
き
に
つ
い
て
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
植
物
の
養
分
と
水
の
通
り
道
 

植
物
に
つ
い
て
，
そ
の
体
の
つ
く
り
，
体
内
の
水
な
ど
の
行
方
及
び
葉
で
養
分
を
つ
く
る
働
き
に
着
目

し
て
，
生
命
を
維
持
す
る
働
き
を
多
面
的
に
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
植
物
の
葉
に
日
光
が
当
た
る
と
で
ん
ぷ
ん
が
で
き
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
根
，
茎
及
び
葉
に
は
，
水
の
通
り
道
が
あ
り
，
根
か
ら
吸
い
上
げ
ら
れ
た
水
は
主
に
葉
か
ら
蒸
散

に
よ
り
排
出
さ
れ
る
こ
と
。
 

イ
 
 
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
体
の
つ
く
り
，
体
内
の
水
な
ど
の
行
方

及
び
葉
で
養
分
を
つ
く
る
働
き
に
つ
い
て
，
よ
り
妥
当
な
考
え
を
つ
く
り
だ
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
生
物
と
環
境
 

生
物
と
環
境
に
つ
い
て
，
動
物
や
植
物
の
生
活
を
観
察
し
た
り
資
料
を
活
用
し
た
り
す
る
中
で
，
生

物
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
着
目

 
し
て
，
そ
れ
ら
を
多
面
的
に
調
べ
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
物
は
，
水
及
び
空
気
を
通
し
て
周
囲
の
環
境
と
関
わ
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
生
物
の
間
に
は
，
 
食
う
食
わ
れ
る
と
い
う
関
係
が
あ
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
人
は
，
環
境
と
関
わ
り
，
工
夫
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
。
 

イ
 
 
生
物
と
環
境
に
つ
い
て
追
究
す
る
中
で
，
生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
，
よ
り
妥
当
な
考

え
を
つ
く
り
だ
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 第
５
節
 
 
生
活
 

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

 

〔
学
校
，
 
家
庭
及
び
地
域
の
生
活
に
関
す
る
内
容
〕
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を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

 
(
ｲ
)
 
毎
日
を
健
康
に
過
ご
す
に
は
，
運
動
，
食
事
，
休
養
及
び
睡
眠
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
続
け
る

こ
と
，
ま
た
，
体
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
 
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
考
え
，
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
体
の
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
，
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
た
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事

項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
体
の
発
育
・
発
達
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

 
(
ｳ
)
 
体
を
よ
り
よ
く
発
育
・
発
達
さ
せ
る
に
は
，
適
切
な
運
動
，
食
事
，
休
養
及
び
睡
眠
が
必
要
で

あ
る
こ
と
。
 

イ
 
 
体
が
よ
り
よ
く
発
育
・
発
達
す
る
た
め
に
，
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
考
え
，
そ
れ

を
表
現
す
る
こ
と
。
 

 〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

 

Ｇ
 
 
保
健
 

(
3
)
 
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
，
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
た
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
病
気
は
，
病
原
体
，
体
の
抵
抗
力
，
生
活
行
動
，
環
境
が
関
わ
り
あ
っ
て
起
こ
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
病
原
体
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
起
こ
る
病
気
の
予
防
に
は
，
 
病
原
体
が
体
に
入
る
の
を
防
ぐ
こ

と
や
病
原
体
に
対
す
る
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
生
活
習
慣
病
な
ど
生
活
行
動
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
起
こ
る
病
気
の
予
防
に
は
，
適
切
な
運
動
，

栄
養
の
偏
り
の
な
い
食
事
を
と
る
こ
と
，
口
腔
の
衛
生
を
保
つ
こ
と
な
ど
，
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
，
課
題
を
見
付
け
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
思
考
し
判
断
す
る
と
と
も

に
，
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
こ
と
。
 

 第
３
章
 
特
別
の
教
科
 
道
徳

 

Ｂ
 
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
 

［
感
謝
］
 

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

 

家
族
な
ど
日
頃
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
々
に
感
謝
す
る
こ
と
。
 

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

 

家
族
な
ど
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
々
や
現
在
の
生
活
を
築
い
て
く
れ
た
高
齢
者
に
，
尊
敬

と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。
 

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
調
理
に
必
要
な
材
料
の
分
量
や
手
順
が
分
か
り
，
 
調
理
計
画
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
調
理
に
必
要
な
用
具
や
食
器
の
安
全
で
衛
生
的
な
取
扱
い
及
び
加
熱
用
調
理
器
具
の
安
全
な
取

扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
，

 
適
切
に
使
用
で
き
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
材
料
に
応
じ
た
洗
い
方
，
調
理
に
適
し
た
切
り
方
，
味
の
付
け
方
，
盛
り
付
け
，
配
膳
及
び
後
片

付
け
を
理
解
し
，
適
切
に
で
き
る
こ
と
。
 

(
ｴ
)
 
材
料
に
適
し
た
ゆ
で
方
，
い
た
め
方
を
理
解
し
，
適
切
に
で
き
る
こ
と
。
 

(
ｵ
)
 
伝
統
的
な
日
常
食
で
あ
る
米
飯
及
び
み
そ
汁
の
調
理
の
仕
方
を
理
解
し
，
適
切
に
で
き
る
こ
と
。
 

イ
 
 
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
調
理
計
画
を
考
え
，
調
理
の
仕
方
を
工
夫
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
栄
養
を
考
え
た
食
事
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
体
に
必
要
な
栄
養
素
の
種
類
と
主
な
働
き
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
食
品
の
栄
養
的
な
特
徴
が
分
か
り
，
料
理
や
食
品
を
組
み
合
わ
せ
て
と
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
献
立
を
構
成
す
る
要
素
が
分
か
り
，
１
食
分
の
献
立
作
成
の
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
１
食
分
の
献
立
に
つ
い
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
，
工
夫
す
る
こ
と
。
 

Ｃ
 
消
費
生
活
・
環
境
 

次
の
(
1
)
及
び
(
2
)
の
項
目
に
つ
い
て
，
課
題
を
も
っ
て
，
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
身
近
な

消
費
生
活
と
環
境
を
考
え
，
工
夫
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

指
導
す
る
。
 

(
1
)
 
物
や
金
銭
の
使
い
方
と
買
物
 

ア
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
買
物
の
仕
組
み
や
消
費
者
の
役
割
が
分
か
り
，
物
や
金
銭
の
大
切
さ
と
計
画
的
な
使
い
方
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
身
近
な
物
の
選
び
方
，
買
い
方
を
理
解
し
，
購
入
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
整
理
が
適

切
に
で
き
る
こ
と
。
 

イ
 
購
入
に
必
要
な
情
報
を
活
用
し
，
身
近
な
物
の
選
び
方
，
買
い
方
を
考
え
，
工
夫
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
 

ア
 
自
分
の
生
活
と
身
近
な
環
境
と
の
関
わ
り
や
環
境
に
配
慮
し
た
物
の
使
い
方
な
ど
 

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
環
境
に
配
慮
し
た
生
活
に
つ
い
て
物
の
使
い
方
な
ど
を
考
え
，
工
夫
す
る
こ
と
。
 

 第
９
節
 
 
体
育
 

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕
 

Ｇ
 
保
健
 

(
1
)
 
健
康
な
生
活
に
つ
い
て
，
 
課
題
を
見
付
け
，
 
そ
の
解
決
を
目
指
し
た
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
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 第
４
章
 
外
国
語
活
動
 

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

 

〔
知
識
及
び
技
能
〕
 

(
1
)
 
英
語
の
特
徴
等
に
関
す
る
事
項
 

実
際
に
英
語
を
用
い
た
言
語
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
体
験
的
に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
言
語
を
用
い
て
主
体
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
大
切
さ
を
知
る
こ

と
。
 

イ
 
日
本
と
外
国
の
言
語
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
英
語
の
音
声
や
リ
ズ
ム
な
ど
に
慣
れ
親
し
む
と
と
も
に
，
日
本
語
と
の
違
い
を
知
り
，
言
葉
の

面
白
さ
や
豊
か
さ
に
気
付
く
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
日
本
と
外
国
と
の
生
活
や
習
慣
，
行
事
な
ど
の
違
い
を
知
り
，
多
様
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
に

気
付
く
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
異
な
る
文
化
を
も
つ
人
々
と
の
交
流
な
ど
を
体
験
し
，
文
化
等
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
。
 

〔
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
〕
 

(
3
)
 
言
語
活
動
及
び
言
語
の
働
き
に
関
す
る
事
項
 

①
 
言
語
活
動
に
関
す
る
事
項

 

(
2
)
に
示
す
事
項
に
つ
い
て
は
，
(
1
)
に
示
す
事
項
を
活
用
し
て
，
例
え
ば
次
の
よ
う
な
言
語
活
動
を

通
し
て
指
導
す
る
。
 

ア
 
聞
く
こ
と
 

(
ｱ
)
 
挨
拶
や
簡
単
な
指
示
を
聞
い
て
，
そ
れ
ら
に
応
じ
た
り
，
身
近
な
事
柄
に
関
す
る
短
い
話
を
聞

い
て
お
お
よ
そ
の
内
容
を
理
解
し
た
り
す
る
活
動
。
 

(
ｲ
)
 
身
近
な
人
や
身
の
回
り
の
物
に
関
す
る
簡
単
な
語
句
や
基
本
的
な
表
現
を
聞
い
て
，
そ
れ
ら
を

表
す
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
な
ど
と
結
び
付
け
る
活
動
。
 

(
ｳ
)
 
文
字
の
読
み
方
が
発
音
さ
れ
る
の
を
聞
い
て
，
活
字
体
で
書
か
れ
た
文
字
と
結
び
付
け
る
活
動
。
 

イ
 
話
す
こ
と
［
や
り
取
り
］

 

(
ｱ
)
 
知
り
合
い
と
簡
単
な
挨
拶
を
交
わ
し
た
り
，
感
謝
や
簡
単
な
指
示
，
依
頼
を
し
て
，
そ
れ
ら
に
応

じ
た
り
す
る
活
動
。
 

(
ｲ
)
 
自
分
の
こ
と
や
身
の
回
り
の
物
に
つ
い
て
，
動
作
を
交
え
な
が
ら
，
好
み
や
要
求
な
ど
の
自
分

の
気
持
ち
や
考
え
な
ど
を
伝
え
合
う
活
動
。
 

(
ｳ
)
 
自
分
や
相
手
の
好
み
及
び
欲
し
い
物
な
ど
に
つ
い
て
，
簡
単
な
質
問
を
し
た
り
質
問
に
答
え
た

り
す
る
活
動
。
 

ウ
 
話
す
こ
と
［
発
表
］
 

(
ｱ
)
 
身
の
回
り
の
物
の
数
や
形
状
な
ど
に
つ
い
て
，
人
前
で
実
物
や
イ
ラ
ス
ト
，
写
真
な
ど
を
見
せ

な
が
ら
話
す
活
動
。
 

日
々
の
生
活
が
家
族
や
過
去
か
ら
の
多
く
の
人
々
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
し
，
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
。
 

Ｃ
 主として集団や社会との関わりに関すること  
［
勤
労
，
公
共
の
精
神
］
 

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

 
働
く
こ
と
の
よ
さ
を
知
り
，
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
こ
と
。

 
〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

 
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
，
進
ん
で
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
こ
と
。
 

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

 
働
く
こ
と
や
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
と
と
も
に
，
そ
の
意
義
を
理
解
し
，
公
共

の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。
 

［
伝
統
と
文
化
の
尊
重
，
 国や郷土を愛する態度］ 

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

 
我
が
国
や
郷
土
の
文
化
と
生
活
に
親
し
み
，
愛
着
を
も
つ
こ
と
。
 

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

 
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
，
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。
 

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

 
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
，
 先人の努力を知り， 国や郷土を愛する心を

も
つ
こ
と
。
 

［
国
際
理
解
，
国
際
親
善
］
 

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

  
他
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
む
こ
と
。
 

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

  
他
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
み
，
関
心
を
も
つ
こ
と
。
 

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

  
他
国
の
人
々
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
，
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
際
親
善
に
努
め
る

こ
と
。
 

Ｄ
  主として生命や自然， 崇高なものとの関わりに関すること 

［
生
命
の
尊
さ
］
 

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

 
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
，

 生命を大切にすること。 
〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

 
生
命
の
尊
さ
を
知
り
，
 生命あるものを大切にすること。 

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

 
生
命
が
多
く
の
生
命
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
，

生
命
を
尊
重
す
る
こ
と
。
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課
題
，
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
，
伝
統
と
文
化
な
ど
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
，
児
童
の
興

味
・
関
心
に
基
づ
く
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と
。
 

(
6
)
 
探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
は
,
次
の
事
項
に
配

慮
す
る
こ
と
。
 

ア
 
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
は
，
他
教
科
等
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
習
得
す
る
知
識
及

び
技
能
が
相
互
に
関
連
付
け
ら
れ
，
社
会
の
中
で
生
き
て
働
く
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
 

イ
 
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
に
つ
い
て
は
，
課
題
の
設
定
，
情
報
の
収
集
，
整
理
・
分
析
，

ま
と
め
・
表
現
な
ど
の
探
究
的
な
学
習
の
過
程
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
，
未
知
の
状
況
に
お
い
て
活

用
で
き
る
も
の
と
し
て
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

ウ
 
学
び
に
向
か
う
力
，
人
間
性
等
に
つ
い
て
は
，
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
及
び
他
者
や
社
会
と

の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
の
両
方
の
視
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
。
 

(
7
)
 
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
及
び
探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具

体
的
な
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
は
，
教
科
等
を
越
え
た
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
が
育

ま
れ
，
活
用
さ
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
 

 第
６
章
 
特
別
活
動
 

〔
学
級
活
動
〕
 

２
 
 
 
内

 
 
容
 

(
2
)
 
 
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
と
自
己
の
成
長
及
び
健
康
安
全
 

ア
 
 
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
 

身
の
回
り
の
整
理
や
挨
拶
な
ど
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
，
節
度
あ
る
生
活
に
す
る

こ
と
。
 

イ
 
 
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
形
成
 

学
級
や
学
校
の
生
活
に
お
い
て
互
い
の
よ
さ
を
見
付
け
，
違
い
を
尊
重
し
合
い
，
仲
よ
く
し
た
り

信
頼
し
合
っ
た
り
し
て
生
活
す
る
こ
と
。
 

ウ
 
 
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
の
形
成
 

現
在
及
び
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
こ
と
や
，
事
件
や
事
故
，
災
害
等
か

ら
身
を
守
り
安
全
に
行
動
す
る
こ
と
。
 

エ
 
 
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
 

給
食
の
時
間
を
中
心
と
し
な
が
ら
，
健
康
に
よ
い
食
事
の
と
り
方
な
ど
，
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形

成
を
図
る
と
と
も
に
，
食
事
を
通
し
て
人
間
関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
。
 

〔
児
童
会
活
動
〕
 

２
 
内
容
 

１
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
，
 
学
校
の
全
児
童
を
も
っ
て
組
織
す
る
児
童
会
に
お
い
て
，
次

の
各
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
意
義
及
び
活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

(
ｲ
)
 
自
分
の
好
き
嫌
い
や
，
欲
し
い
物
な
ど
に
つ
い
て
，
人
前
で
実
物
や
イ
ラ
ス
ト
，
写
真
な
ど
を
見

せ
な
が
ら
話
す
活
動
。
 

(
ｳ
)
 
時
刻
や
曜
日
，
場
所
な
ど
，
日
常
生
活
に
関
す
る
身
近
で
簡
単
な
事
柄
に
つ
い
て
，
人
前
で
実
物

や
イ
ラ
ス
ト
，
写
真
な
ど
を
見
せ
な
が
ら
，
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
な
ど
を
話
す
活
動
。

 

②
 
 
言
語
の
働
き
に
関
す
る
事
項
 

言
語
活
動
を
行
う
に
当
た
り
，
主
と
し
て
次
に
示
す
よ
う
な
言
語
の
使
用
場
面
や
言
語
の
働
き
を

取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。
 

ア
 
言
語
の
使
用
場
面
の
例
 

(
ｱ
)
 
児
童
の
身
近
な
暮
ら
し
に
関
わ
る
場
面
 

・
 
家
庭
で
の
生
活
 
 
・
 
学
校
で
の
学
習
や
活
動
 

・
 
地
域
の
行
事
 
 
 
 
・
 
子
供
の
遊
び
 
な
ど
 

(
ｲ
)
 
特
有
の
表
現
が
よ
く
使
わ
れ
る
場
面
 

・
 
挨
拶
 
 
 
 
 
・
 
自
己
紹
介
 
 
 
・
 
買
物
 

・
 
食
事
 
 
 
 
 
・
 
道
案
内
 
な
ど
 

 第
５
章
 
総
合
的
な
学
習
の
時
間

 

第
２
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
 

１
 
目
標
 

各
学
校
に
お
い
て
は
，
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
，
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
を
定
め

る
。
 

２
 
内
容
 

各
学
校
に
お
い
て
は
，
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
，
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
を
定
め

る
。
 

３
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
の
取
扱
い
 

各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の

と
す
る
。
 

(
1
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
に
つ
い
て
は
，
 
各
学
校
に
お
け
る
教
育
目
標
を
踏
ま
え
，
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
示
す
こ
と
。
 

(
2
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
，
 
他
教
科
等
の
目
標
及
び
内
容
と
の
違
い

に
留
意
し
つ
つ
，
 
他
教
科
等
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
の
関
連
を
重
視
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
，
日
常
生
活
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
重
視

す
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
内
容
に
つ
い
て
は
，
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
，
探
究

課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力
を
示
す
こ
と
。
 

(
5
)
 
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
に
つ
い
て
は
，
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
，
例
え
ば
，
 

国
際
理
解
，
情
報
，
環
境
，
福
祉
・
健
康
な
ど
の
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
横
断
的
・
総
合
的
な
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中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
２
９
年
３
月
告
示
）
＊
「
内
容
」
の
中
で
食
育
に
関
係
す
る
箇
所
を
抜
粋
 

第
２
章
 各教科 

第
２
節
 
 
社
会
 

〔
地
理
的
分
野
〕

 
Ａ
 
 
世
界
と
日
本
の
地
域
構
成

 

(
1
)
地
域
構
成
 

次
の
①
と
②
の
地
域
構
成
を
取
り
上
げ
，
位
置
や
分
布
な
ど
に
着
目
し
て
，
課
題
を
追
究
し
た
り
解

決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
以
下
の
ア
及
び
イ
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導

す
る
。
 

①
 
世
界
の
地
域
構
成
 
 
 
 
②
 
日
本
の
地
域
構
成
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
緯
度
と
経
度
，
大
陸
と
海
洋
の
分
布
，
主
な
国
々
の
名
称
と
位
置
な
ど
を
基
に
，
世
界
の
地
域
構

成
を
大
観
し
理
解
す
る
こ
と
。

 

(
ｲ
)
 
我
が
国
の
国
土
の
位
置
，
世
界
各
地
と
の
時
差
，
領
域
の
範
囲
や
変
化
と
そ
の
特
色
な
ど
を
基

に
，
日
本
の
地
域
構
成
を
大
観
し
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
世
界
の
地
域
構
成
の
特
色
を
，
大
陸
と
海
洋
の
分
布
や
主
な
国
の
位
置
，
緯
度
や
経
度
な
ど
に
着

目
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
日
本
の
地
域
構
成
の
特
色
を
，
周
辺
の
海
洋
の
広
が
り
や
国
土
を
構
成
す
る
島
々
の
位
置
な
ど

に
着
目
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 

Ｂ
 
 
世
界
の
様
々
な
地
域
 

(
2
)
 
世
界
の
諸
地
域
 

次
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
各
州
を
取
り
上
げ
，
 
空
間
的
相
互
依
存
作
用
や
地
域
な
ど
に
着
目
し
て
，
 
主

題
を
設
け
て
課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
以
下
の
ア
及
び
イ
の
事
項
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

①
 アジア 

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

 
 
③
ア
フ
リ
カ
 
④
 
北
ア
メ
リ
カ

 
⑤
南
ア
メ
リ
カ
 
⑥
オ
セ
ア
ニ
ア
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
世
界
各
地
で
顕
在
化
し
て
い
る
地
球
的
課
題
は
，
そ
れ
が
見
ら
れ
る
地
域
の
地
域
的
特
色
の
影

響
を
受
け
て
，
現
れ
方
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。

 

(
ｲ
)
 
①
か
ら
⑥
ま
で
の
世
界
の
各
州
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
基
に
，
各
州
の
地
域
的
特
色
を
大
観

し
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
①
か
ら
⑥
ま
で
の
世
界
の
各
州
に
お
い
て
，
地
域
で
見
ら
れ
る
地
球
的
課
題
の
要
因
や
影
響
を
，

州
と
い
う
地
域
の
広
が
り
や
地
域
内
の
結
び
付
き
な
ど
に
着
目
し
て
，
そ
れ
ら
の
地
域
的
特
色
と
関

連
付
け
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。

 

理
解
し
，
 
主
体
的
に
考
え
て
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

 

(
1
)
  児童会の

組
織
づ
く
り
と
児
童
会
活
動
の
計
画
や
運
営
 

児
童
が
主
体
的
に
組
織
を
つ
く
り
，
役
割
を
分
担
し
，
計
画
を
立
て
，
学
校
生
活
の
課
題
を
見
い
だ

し
解
決
す
る
た
め
に
話
し
合
い
，
合
意
形
成
を
図
り
実
践
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流

 

児
童
会
が
計
画
や
運
営
を
行
う
集
会
等
の
活
動
に
お
い
て
，
学
年
や
学
級
が
異
な
る
児
童
と
共
に

楽
し
く
触
れ
合
い
，
交
流
を
図
る
こ
と
。
 

(
2
)
  学校行事

へ
の
協
力
 

学
校
行
事
の
特
質
に
応
じ
て
，
児
童
会
の
組
織
を
活
用
し
て
，
計
画
の
一
部
を
担
当
し
た
り
，
運
営

に
協
力
し
た
り
す
る
こ
と
。
 

〔
ク
ラ
ブ
活
動
〕
 

２
 
内
容
 

１
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
，
 
主
と
し
て
第
４
学
年
以
上
の
同
好
の
児
童
を
も
っ
て
組
織
す

る
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
，
次
の
各
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
意
義
及
び
活
動
を
行
う
上
で
必
要

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
，
主
体
的
に
考
え
て
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

(
1
)
  クラブの

組
織
づ
く
り
と
ク
ラ
ブ
活
動
の
計
画
や
運
営
 

児
童
が
活
動
計
画
を
立
て
，
役
割
を
分
担
し
，
協
力
し
て
運
営
に
当
た
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
ク
ラ
ブ
を
楽
し
む
活
動
 

異
な
る
学
年
の
児
童
と
協
力
し
，
創
意
工
夫
を
生
か
し
な
が
ら
共
通
の
興
味
・
関
心
を
追
求
す
る
こ

と
。
 

(
3
)
 
ク
ラ
ブ
の
成
果
の
発
表
 

活
動
の
成
果
に
つ
い
て
，
ク
ラ
ブ
の
成
員
の
発
意
・
発
想
を
生
か
し
，
協
力
し
て
全
校
の
児
童
や
地

域
の
人
々
に
発
表
す
る
こ
と
。

 

〔
学
校
行
事
〕
 

２
 
 
内
容
 

１
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
，
全
て
の
学
年
に
お
い
て
，
全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
，
次

の
各
行
事
に
お
い
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的

な
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
行
事
の
意
義
及
び
活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
，
主
体
的
に
考
え
て
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

(
1
)
 
儀
式
的
行
事
 

(
2
)
 
文
化
的
行
事
 

(
3
)
 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事

 

(
4
)
 
遠
足
・
集
団
宿
泊
的
行
事

 

(
5
)
 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事
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を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
①
か
ら
⑤
ま
で
の
考
察
の
仕
方
で
取
り
上
げ
た
特
色
あ
る
事
象
と
，
そ
れ
に
関
連
す
る
他
の
事

象
や
，
そ
こ
で
生
ず
る
課
題
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
日
本
の
諸
地
域
に
お
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
①
か
ら
⑤
ま
で
で
扱
う
中
核
と
な
る
事
象
の
成
立
条
件

を
，
地
域
の
広
が
り
や
地
域
内
の
結
び
付
き
，
人
々
の
対
応
な
ど
に
着
目
し
て
，
他
の
事
象
や
そ
こ

で
生
ず
る
課
題
と
有
機
的
に
関
連
付
け
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

〔
歴
史
的
分
野
〕
 

２
 
内
容
 

Ａ
 
 
歴
史
と
の
対
話
 

(
2
)
 身近な地

域
の
歴
史
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
自
ら
が
生
活
す
る
地
域
や
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や
文
化
へ
の
関
心
を
も
っ
て
，
具
体
的
な

事
柄
と
の
関
わ
り
の
中
で
，
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
た
り
，
収
集
し
た
情
報
を
年
表
な
ど
に
ま

と
め
た
り
す
る
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
比
較
や
関
連
，
時
代
的
な
背
景
や
地
域
的
な
環
境
，
歴
史
と
私
た
ち
と
の
つ
な
が
り
な
ど
に
着

目
し
て
，
地
域
に
残
る
文
化
財
や
諸
資
料
を
活
用
し
て
，
身
近
な
地
域
の
歴
史
的
な
特
徴
を
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

Ｂ
 
 
近
世
ま
で
の
日
本
と
ア
ジ
ア
 

(
1
)
 
古
代
ま
で
の
日
本
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

 
(
ｲ
)
 
 
日
本
列
島
に
お
け
る
国
家
形
成
 

日
本
列
島
に
お
け
る
農
耕
の
広
ま
り
と
生
活
の
変
化
や
当
時
の
人
々
の
信
仰
，
大
和
政
権

 
（
大
和

朝
廷
）
に
よ
る
統
一
の
様
子
と
東
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
な
ど
を
基
に
，
 
東
ア
ジ
ア
の
文
明
の
影
響
を

受
け
な
が
ら
我
が
国
で
国
家
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

 
(
ｴ
)
 
古
代
の
文
化
と
東
ア
ジ
ア
と
の
関
わ
り
 

仏
教
の
伝
来
と
そ
の
影
響
，
 
仮
名
文
字
の
成
立
な
ど
を
基
に
，
 
国
際
的
な
要
素
を
も
っ
た
文
化
が

栄
え
，
そ
れ
ら
を
基
礎
と
し
な
が
ら
文
化
の
国
風
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
古
代
文
明
や
宗
教
が
起
こ
っ
た
場
所
や
環
境
，
農
耕
の
広
ま
り
や
生
産
技
術
の
発
展
，
 
東
ア
ジ

ア
と
の
接
触
や
交
流
と
政
治
や
文
化
の
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
，
事
象
を
相
互
に
関
連
付
け
る
な

ど
し
て
，
ア
の
(
ｱ
)
か
ら

(
ｴ
)
ま
で
に
つ
い
て
古
代
の
社
会
の
変
化
の
様
子
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考

察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
古
代
ま
で
の
日
本
を
大
観
し
て
，
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ

と
。
 

Ｃ
 
 
 
日
本
の
様
々
な
地
域
 

 
(
2
)
 
 
日
本
の
地
域
的
特
色
と
地
域
区
分
 

次
の
①
か
ら
④
ま
で
の
項
目
を
取
り
上
げ
，
分
布
や
地
域
な
ど
に
着
目
し
て
，
課
題
を
追
究
し
た
り
解

決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，

 
以
下
の
ア
及
び
イ
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導

す
る
。
 

①
 自然環境

 
 
②
 
人
口
 
 
 
③
 
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
 
 
④
 
 
交
通
・
通
信
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
日
本
の
地
形
や
気
候
の
特
色
，
海
洋
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
国
土
の
特
色
，
自
然
災
害
と
防
災
へ
の

取
組
な
ど
を
基
に
，
日
本
の
自
然
環
境
に
関
す
る
特
色
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
少
子
高
齢
化
の
課
題
，
国
内
の
人
口
分
布
や
過
疎
・
過
密
問
題
な
ど
を
基
に
，
日
本
の
人
口
に
関

す
る
特
色
を
理
解
す
る
こ
と
。

 

(
ｳ
)
 
日
本
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
現
状
，
国
内
の
産
業
の
動
向
，
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す

る
課
題
な
ど
を
基
に
，
日
本
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
産
業
に
関
す
る
特
色
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｴ
)
 
国
内
や
日
本
と
世
界
と
の
交
通
・
通
信
網
の
整
備
状
況
，
こ
れ
を
活
用
し
た
陸
上
，
海
上
輸
送
な

ど
の
物
流
や
人
の
往
来
な
ど
を
基
に
，
国
内
各
地
の
結
び
付
き
や
日
本
と
世
界
と
の
結
び
付
き
の
特

色
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｵ
)
 
①
か
ら
④
ま
で
の
項
目
に
基
づ
く
地
域
区
分
を
踏
ま
え
，
我
が
国
の
国
土
の
特
色
を
大
観
し
理

解
す
る
こ
と
。
 

(
ｶ
)
 
日
本
や
国
内
地
域
に
関
す
る
各
種
の
主
題
図
や
資
料
を
基
に
，
地
域
区
分
を
す
る
技
能
を
身
に

付
け
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
(
ｱ
)
①
か
ら
④
ま
で
の
項
目

に
つ
い
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
区
分
を
，
地
域
の
共
通
点
や
差
異
，
分
布
な
ど
に
着
目
し
て
，
多
面

的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
日
本
の
地
域
的
特
色
を
，
①
か
ら
④
ま
で
の
項
目
に
基
づ
く
地
域
区
分
な
ど
に
着
目
し
て
，
そ
れ

ら
を
関
連
付
け
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
 
日
本
の
諸
地
域
 

次
の
①
か
ら
⑤
ま
で
の
考
察
の
仕
方
を
基
に
し
て
，
空
間
的
相
互
依
存
作
用
や
地
域
な
ど
に
着
目
し

て
，
主
題
を
設
け
て
課
題
を
追
究
し
た
り
解
決
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
，
以
下
の
ア
及
び
イ
の
事

項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

①
 自然環境

を
中
核
と
し
た
考
察
の
仕
方
 

②
 人口や都

市
・
村
落
を
中
核
と
し
た
考
察
の
仕
方
 

③
 産業を中

核
と
し
た
考
察
の
仕
方
 

④
 交通や通

信
を
中
核
と
し
た
考
察
の
仕
方
 

⑤
 その他の

事
象
を
中
核
と
し
た
考
察
の
仕
方
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
幾
つ
か
に
区
分
し
た
日
本
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
つ
い
て
，
そ
の
地
域
的
特
色
や
地
域
の
課
題



43

る
こ
と
。
 

(
ｴ
)
 
近
代
産
業
の
発
展
と
近
代
文
化
の
形
成
 

我
が
国
の
産
業
革
命
，
こ
の
時
期
の
国
民
生
活
の
変
化
，
学
問
・
教
育
・
科
学
・
芸
術
の
発
展
な

ど
を
基
に
，
我
が
国
で
近
代
産
業
が
発
展
し
，
近
代
文
化
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｶ
)
 
第
二
次
世
界
大
戦
と
人
類
へ
の
惨
禍
 

経
済
の
世
界
的
な
混
乱
と
社
会
問
題
の
発
生
，
昭
和
初
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
結
ま
で

の
我
が
国
の
政
治
・
外
交
の
動
き
，
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
，
欧
米
諸
国
の
動
き
，
戦
時

下
の
国
民
の
生
活
な
ど
を
基
に
，
軍
部
の
台
頭
か
ら
戦
争
ま
で
の
経
過
と
，
大
戦
が
人
類
全
体
に
惨

禍
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
工
業
化
の
進
展
と
政
治
や
社
会
の
変
化
，
明
治
政
府
の
諸
改
革
の
目
的
，
議
会
政
治
や
外
交
の

展
開
，
近
代
化
が
も
た
ら
し
た
文
化
へ
の
影
響
，
経
済
の
変
化
の
政
治
へ
の
影
響
，
 
戦
争
に
向
か

う
時
期
の
社
会
や
生
活
の
変
化
，
世
界
の
動
き
と
我
が
国
と
の
関
連
な
ど
に
着
目
し
て
，
事
象
を
相

互
に
関
連
付
け
る
な
ど
し
て
，
ア
の

(
ｱ
)
か
ら

(
ｶ
)
ま
で
に
つ
い
て
近
代
の
社
会
の
変
化
の
様
子
を

多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
近
代
の
日
本
と
世
界
を
大
観
し
て
，
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ

と
。
 

(
2
)
 
現
代
の
日
本
と
世
界
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
 
日
本
の
民
主
化
と
冷
戦
下
の
国
際
社
会
 

冷
戦
，
 
我
が
国
の
民
主
化
と
再
建
の
過
程
，
 
国
際
社
会
へ
の
復
帰
な
ど
を
基
に
，
第
二
次
世
界

大
戦
後
の
諸
改
革
の
特
色
や
世
界
の
動
き
の
中
で
新
し
い

 
日
本
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
 
日
本
の
経
済
の
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
高
度
経
済
成
長
，
国
際
社
会
と
の
関
わ
り
，

冷
戦
の
終
結
な
ど
を
基
に
，
我
が
国
の
経
済
や
科
学
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
国
民
の
生
活
が
向
上

し
，
 
国
際
社
会
に
お
い
て
我
が
国
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
諸
改
革
の
展
開
と
国
際
社
会
の
変
化
，
政
治
の
展
開
と
国
民
生
活
の
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
，
 

事
象
を
相
互
に
関
連
付
け
る
な
ど
し
て
，
ア
の

(
ｱ
)
及
び

(
ｲ
)
に
つ
い
て
現
代
の
社
会
の
変
化
の
様

子
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
現
代
の
日
本
と
世
界
を
大
観
し
て
，
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ

と
。
 

(
ｳ
)
 
こ
れ
ま
で
の
学
習
を
踏
ま
え
，
歴
史
と
私
た
ち
と
の
つ
な
が
り
，
現
在
と
未
来
の
日
本
や
世
界

の
在
り
方
に
つ
い
て
，
課
題
意
識
を
も
っ
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
，
構
想
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

〔
公
民
的
分
野
〕
 

２
 
 
 
内
 
 
容
 

(
2
)
 
中
世
の
日
本
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

 
(
ｳ
)
 
民
衆
の
成
長
と
新
た
な
文
化
の
形
成
 

農
業
な
ど
諸
産
業
の
発
達
，
畿
内
を
中
心
と
し
た
都
市
や
農
村
に
お
け
る
自
治
的
な
仕
組
み
の

成
立
，
武
士
や
民
衆
な
ど
の
多
様
な
文
化
の
形
成
，
応
仁
の
乱
後
の
社
会
的
な
変
動
な
ど
を
基
に
，
 

民
衆
の
成
長
を
背
景
と
し
た
社
会
や
文
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
武
士
の
政
治
へ
の
進
出
と
展
開
，
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
交
流
，
農
業
や
商
工
業
の
発
達
な
ど
に

着
目
し
て
，
事
象
を
相
互
に
関
連
付
け
る
な
ど
し
て
，
ア
の
(
ｱ
)
か
ら
(
ｳ
)
ま
で
に
つ
い
て
中
世
の
社

会
の
変
化
の
様
子
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
中
世
の
日
本
を
大
観
し
て
，
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
近
世
の
日
本
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
  世界の

動
き
と
統
一
事
業
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
来
航
の
背
景
と
そ
の
影
響
，
 
織
田
・
豊
臣
に
よ
る
統
一
事
業
と
そ
の
当
時
の
対
外

関
係
，
武
将
や
豪
商
な
ど
の
生
活
文
化
の
展
開
な
ど
を
基
に
，
近
世
社
会
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
た
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
江
戸
幕
府
の
成
立
と
対
外
関
係
 

江
戸
幕
府
の
成
立
と
大
名
統
制
，
身
分
制
と
農
村
の
様
子
，
鎖
国
な
ど
の
江
戸
幕
府
の
対
外
政
策
と

対
外
関
係
な
ど
を
基
に
，
幕
府
と
藩
に
よ
る
支
配
が
確
立
し
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
産
業
の
発
達
と
町
人
文
化

 

産
業
や
交
通
の
発
達
，
教
育
の
普
及
と
文
化
の
広
が
り
な
ど
を
基
に
，
町
人
文
化
が
都
市
を
中
心
に

形
成
さ
れ
た
こ
と
や
，
各
地
方
の
生
活
文
化
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
交
易
の
広
が
り
と
そ
の
影
響
，
統
一
政
権
の
諸
政
策
の
目
的
，
産
業
の
発
達
と
文
化
の
担
い
手

の
変
化
，
社
会
の
変
化
と
幕
府
の
政
策
の
変
化
な
ど
に
着
目
し
て
，
事
象
を
相
互
に
関
連
付
け
る
な

ど
し
て
，
ア
の
(
ｱ
)
か
ら

(
ｴ
)
ま
で
に
つ
い
て
近
世
の
社
会
の
変
化
の
様
子
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考

察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
近
世
の
日
本
を
大
観
し
て
，
時
代
の
特
色
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 Ｃ
 
 
近
現
代
の
日
本
と
世
界
 

(
1
)
 
近
代
の
日
本
と
世
界
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
明
治
維
新
と
近
代
国
家
の
形
成
 

開
国
と
そ
の
影
響
，
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
政
策
，
文
明
開
化
の
風
潮
な
ど
を
基
に
，
明
治
維
新

に
よ
っ
て
近
代
国
家
の
基
礎
が
整
え
ら
れ
て
，
人
々
の
生
活
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
を
理
解
す
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身
近
な
動
物
の
外
部
形
態
の
観
察
を
行
い
，
そ
の
観
察
記
録
な
ど
に
基
づ
い
て
，
共
通
点
や
相
違

点
が
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
，
動
物
の
体
の
基
本
的
な
つ
く
り
を
理
解
す
る
こ
と
。
ま
た
，
そ
の

共
通
点
や
相
違
点
に
基
づ
い
て
動
物
が
分
類
で
き
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
身
近
な
生
物
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
い
ろ
い
ろ
な
生
物
の
共
通
点
や
相
違
点

を
見
い
だ
す
と
と
も
に
，

 
生
物
を
分
類
す
る
た
め
の
観
点
や
基
準
を
見
い
だ
し
て
表
現
す
る
こ

 

と
。
 

(
3
)
 
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
 

生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
と
の
関
係
に
着
目
し
な
が
ら
，
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
 

そ
れ
ら
の
観
察
，
 
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
物
と
細
胞
 

㋐
 
 
生
物
と
細
胞
 

生
物
の
組
織
な
ど
の
観
察
を
行
い
，
生
物
の
体
が
細
胞
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と
及
び
植
物
と

動
物
の
細
胞
の
つ
く
り
の
特
徴
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
 
観
察
器
具
の
操
作
，
 
観

察
記
録
の
仕
方
な
ど
の
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
植
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き

 

㋐
 
 
葉
・
茎
・
根
の
つ
く
り
と
働
き
 

植
物
の
葉
，
茎
，
根
の
つ
く
り
に
つ
い
て
の
観
察
を
行
い
，
そ
れ
ら
の
つ
く
り
と
，
光
合
成
，
呼

吸
，
蒸
散
の
働
き
に
関
す
る
実
験
の
結
果
と
を
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き

 

㋐
 
 
生
命
を
維
持
す
る
働
き
 

消
化
や
呼
吸
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
動
物
の
体
が
必
要
な
物
質
を
取
り
入
れ
運

搬
し
て
い
る
仕
組
み
を
観
察
，
実
験
の
結
果
な
ど
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。
ま
た
，
不
要
と

な
っ
た
物
質
を
排
出
す
る
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

㋑
 
 
刺
激
と
反
応
 

動
物
が
外
界
の
刺
激
に
適
切
に
反
応
し
て
い
る
様
子
の
観
察
を
行
い
，
そ
の
仕
組
み
を
感
覚
器

官
，
神
経
系
及
び
運
動
器
官
の
つ
く
り
と
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
身
近
な
植
物
や
動
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
に
つ
い
て
，
見
通
し
を
も
っ
て
解
決
す
る
方
法
を
立

案
し
て
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
そ
の
結
果
を
分
析
し
て
解
釈
し
，
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き

に
つ
い
て
の
規
則
性
や
関
係
性
を
見
い
だ
し
て
表
現
す
る
こ
と
。
 

(
5
)
生
命
の
連
続
性
 

生
命
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
生
命
の
連
続
性
に
関
す
る
事
物
・
現
象
の
特
徴
に
着
目
し
な
が
ら
，
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と

も
に
，
そ
れ
ら
の
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

Ｂ
 
 
私
た
ち
と
経
済
 

(
1
)
 市場の働

き
と
経
済
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
身
近
な
消
費
生
活
を
中
心
に
経
済
活
動
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
市
場
経
済
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
市
場
に
お
け
る
価
格
の
決

ま
り
方
や
資
源
の
配
分
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
現
代
の
生
産
や
金
融
な
ど
の
仕
組
み
や
働
き
を
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｴ
)
 
勤
労
の
権
利
と
義
務
，

 
労
働
組
合
の
意
義
及
び
労
働
基
準
法
の
精
神
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ

と
。
 

イ
 
 
次
の
よ
う
な
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
個
人
や
企
業
の
経
済
活
動
に
お
け
る
役
割
と
責
任
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
，
表
現

す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
社
会
生
活
に
お
け
る
職
業
の
意
義
と
役
割
及
び
雇
用
と
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
多
面
的
・

多
角
的
に
考
察
し
，
表
現
す
る
こ
と
。
 

 第
４
節
 
 
理
科
 

〔
第
２
分
野
〕
 

(
1
)
 いろいろ

な
生
物
と
そ
の
共
通
点
 

身
近
な
生
物
に
つ
い
て
の
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
い
ろ
い
ろ
な
生
物
の
共
通
点
と
相
違
点
に
着
目
し
な
が
ら
，
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
 

そ
れ
ら
の
観
察
，
 
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
物
の
観
察
と
分
類
の
仕
方
 

㋐
 
 
生
物
の
観
察
 

校
庭
や
学
校
周
辺
の
生
物
の
観
察
を
行
い
，
い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
様
々
な
場
所
で
生
活
し
て
い

る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
 
観
察
器
具
の
操
作
，
 
観
察
記
録
の
仕
方
な
ど
の
技

能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

㋑
 
 
生
物
の
特
徴
と
分
類
の
仕
方
 

い
ろ
い
ろ
な
生
物
を
比
較
し
て
見
い
だ
し
た
共
通
点
や
相
違
点
を
基
に
し
て
分
類
で
き
る
こ
と

を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
分
類
の
仕
方
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 生物の体

の
共
通
点
と
相
違
点

 

㋐
 
 
植
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点
 

身
近
な
植
物
の
外
部
形
態
の
観
察
を
行
い
，
そ
の
観
察
記
録
な
ど
に
基
づ
い
て
，
共
通
点
や
相
違

点
が
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
，
植
物
の
体
の
基
本
的
な
つ
く
り
を
理
解
す
る
こ
と
。
ま
た
，
そ
の

共
通
点
や
相
違
点
に
基
づ
い
て
植
物
が
分
類
で
き
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

㋑
 
 
動
物
の
体
の
共
通
点
と
相
違
点
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(
ｲ
)
 
自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
 

㋐
 
 
自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
 

自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
科
学
的
に
考
察
す
る
こ
と
を
通

し
て
，
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
。
 

イ
 
身
近
な
自
然
環
境
や
地
域
の
自
然
災
害
な
ど
を
調
べ
る
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
自
然
環
境
の

保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
，
科
学
的
に
考
察
し
て
判
断
す
る
こ
と
。

 

 第
７
節
 
 
保
健
体
育
 

〔
保
健
分
野
〕
 

２
 
内
容
 

(
1
)
 
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て
，
課
題
を
発
見
し
，
そ
の
解
決
を
目
指
し
た
活
動
を
通
し

て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

ア
 
 
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
健
康
の
保
持
増
進
に
は
，
年
齢
，
生
活
環
境
等
に
応
じ
た
運
動
，
食
事
，
休
養
及
び
睡
眠
の
調

和
の
と
れ
た
生
活
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
生
活
習
慣
病
な
ど
は
，
運
動
不
足
，
食
事
の
量
や
質
の
偏
り
，
休
養
や
睡
眠
の
不
足
な
ど
の
生

活
習
慣
の
乱
れ
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
起
こ
る
こ
と
。
 
ま
た
，
 
生
活
習
慣
病
な
ど
の
多
く
は
，
適

切
な
運
動
，
食
事
，
休
養
及
び
睡
眠
の
調
和
の
と
れ
た
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
防
で
き

る
こ
と
。
 

イ
 
健
康
な
生
活
と
疾
病
の
予
防
に
つ
い
て
，
課
題
を
発
見
し
，
そ
の
解
決
に
向
け
て
思
考
し
判
断
す

る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
こ
と
。
 

 第
８
節
 
 
技
術
・
家
庭
 

〔
家
庭
分
野
〕
 

Ｂ
 
 
衣
食
住
の
生
活
 

次
の
(
1
)
か
ら
(
7
)
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
，
課
題
を
も
っ
て
，
健
康
・
快
適
・
安
全
で
豊
か
な
食
生
活
，

衣
生
活
，
住
生
活
に
向
け
て
考
え
，
工
夫
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
指
導
す
る
。
 

(
1
)
 
食
事
の
役
割
と
中
学
生
の
栄
養
の
特
徴
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
活
の
中
で
食
事
が
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
中
学
生
に
必
要
な
栄
養
の
特
徴
が
分
か
り
，
健
康
に
よ
い
食
習
慣
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
健
康
に
よ
い
食
習
慣
に
つ
い
て
考
え
，
工
夫
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
中
学
生
に
必
要
な
栄
養
を
満
た
す
食
事
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
栄
養
素
の
種
類
と
働
き
が
分
か
り
，
 
食
品
の
栄
養
的
な
特
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
生
物
の
成
長
と
殖
え
方
 

㋐
 
 
細
胞
分
裂
と
生
物
の
成
長

 

体
細
胞
分
裂
の
観
察
を
行
い
，
 
そ
の
順
序
性
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
 
細
胞
の

分
裂
と
生
物
の
成
長
と
を
関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

㋑
 
 
生
物
の
殖
え
方
 

生
物
の
殖
え
方
を
観
察
し
，
有
性
生
殖
と
無
性
生
殖
の
特
徴
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
と
と

も
に
，
生
物
が
殖
え
て
い
く
と
き
に
親
の
形
質
が
子
に
伝
わ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る

こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子

 

㋐
 
 
遺
伝
の
規
則
性
と
遺
伝
子

 

交
配
実
験
の
結
果
な
ど
に
基
づ
い
て
，
親
の
形
質
が
子
に
伝
わ
る
と
き
の
規
則
性
を
見
い
だ

し
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

(
ｳ
)
 
生
物
の
種
類
の
多
様
性
と
進
化
 

㋐
 
 
生
物
の
種
類
の
多
様
性
と
進
化
 

現
存
の
生
物
及
び
化
石
の
比
較
な
ど
を
通
し
て
，
現
存
の
多
様
な
生
物
は
過
去
の
生
物
が
長

い
時
間
の
経
過
の
中
で
変
化
し
て
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
体
の
つ
く
り
と
関
連
付
け

て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
生
命
の
連
続
性
に
つ
い
て
，
観
察
，
実
験
な
ど
を
行
い
，
そ
の
結
果
や
資
料
を
分
析
し
て
解
釈

し
，
生
物
の
成
長
と
殖
え
方
，
遺
伝
現
象
，
生
物
の
種
類
の
多
様
性
と
進
化
に
つ
い
て
の
特
徴
や
規

則
性
を
見
い
だ
し
て
表
現
す
る
こ
と
。
ま
た
，
探
究
の
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
。
 

(
7
)
 
自
然
と
人
間
 

自
然
環
境
を
調
べ
る
観
察
，
実
験
な
ど
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
指
導
す
る
。
 

ア
 
日
常
生
活
や
社
会
と
関
連
付
け
な
が
ら
，
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
自
然
環
境
を
調
べ

る
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

 

(
ｱ
)
 
生
物
と
環
境
 

㋐
 
 
自
然
界
の
つ
り
合
い
 

微
生
物
の
働
き
を
調
べ
，
植
物
，
動
物
及
び
微
生
物
を
栄
養
の
面
か
ら
相
互
に
関
連
付
け
て
理

解
す
る
と
と
も
に
，
自
然
界
で
は
，
こ
れ
ら
の
生
物
が
つ
り
合
い
を
保
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と

を
見
い
だ
し
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

㋑
 
 
自
然
環
境
の
調
査
と
環
境
保
全
 

身
近
な
自
然
環
境
に
つ
い
て
調
べ
，
 
様
々
な
要
因
が
自
然
界
の
つ
り
合
い
に
影
響
し
て
い
る

こ
と
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識
す
る
こ
と
。
 

㋒
 
 
地
域
の
自
然
災
害
 

地
域
の
自
然
災
害
に
つ
い
て
，
総
合
的
に
調
べ
，
自
然
と
人
間
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
認
識

す
る
こ
と
。
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 第
３
章
 特別の教科 道徳 

Ａ
  主として自分自身に関すること 
［
自
主
，
自
律
，
自
由
と
責
任
］
 

自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
，
自
主
的
に
考
え
，
判
断
し
，
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
つ
こ

と
。
 

［
節
度
，
節
制
］
 

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
，
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
，
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
，
 安

全
で
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
。
  Ｂ

   主として人との関わりに関すること 
［
思
い
や
り
，
感
謝
］
 

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
と
と
も
に
，
 家族などの支えや多くの人々の善意によ

り
日
々
の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
，
 進んでそれに応え， 人間愛の精神を深

め
る
こ
と
。
 

［
礼
儀
］
 

礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
，

 時と場に応じた適切な言動をとること。  Ｃ
  主として集団や社会との関わりに関すること 
［
勤
労
］
 

勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
，
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
，
勤
労
を
通
じ
て
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
。
 

［
家
族
愛
，
家
庭
生
活
の
充
実
］
 

父
母
，
祖
父
母
を
敬
愛
し
，
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
築
く
こ

と
。
 

［
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
，

 郷土を愛する態度］ 
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
，
社
会
に
尽
く
し
た
先
人
や
高
齢
者
に
尊
敬
の
念
を
深
め
，
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
，
進
ん
で
郷
土
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。
 

［
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
，
 国を愛する態度］ 

優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
，
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も

っ
て
国
を
愛
し
，
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
，
そ
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。
 

［
国
際
理
解
，
国
際
貢
献
］
 

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
，
他
国
を
尊
重
し
，
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
，
世
界
の
平

和
と
人
類
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。
  Ｄ

  主として生命や自然， 崇高なものとの関わりに関すること 
(
ｲ
)
 
中
学
生
の
１
日
に
必
要
な
食
品
の
種
類
と
概
量
が
分
か
り
，
１
日
分
の
献
立
作
成
の
方
法
に
つ

い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
中
学
生
の
１
日
分
の
献
立
に
つ
い
て
考
え
，
工
夫
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
 
日
常
食
の
調
理
と
地
域
の
食
文
化
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
日
常
生
活
と
関
連
付
け
，
用
途
に
応
じ
た
食
品
の
選
択
に
つ
い
て
理
解
し
，
適
切
に
で
き
る
こ

と
。
 

(
ｲ
)
 
食
品
や
調
理
用
具
等
の
安
全
と
衛
生
に
留
意
し
た
管
理
に
つ
い
て
理
解
し
，
適
切
に
で
き
る
こ

と
。
 

(
ｳ
)
 
材
料
に
適
し
た
加
熱
調
理
の
仕
方
に
つ
い
て
理
解
し
，
基
礎
的
な
日
常
食
の
調
理
が
適
切
に
で

き
る
こ
と
。
 

(
ｴ
)
 
地
域
の
食
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
，
地
域
の
食
材
を
用
い
た
和
食
の
調
理
が
適
切
に
で
き
る
こ

と
。
 

イ
 
 
日
常
の
１
食
分
の
調
理
に
つ
い
て
，
食
品
の
選
択
や
調
理
の
仕
方
，
調
理
計
画
を
考
え
，
工
夫
す

る
こ
と
。
 

(
7
)
 
衣
食
住
の
生
活
に
つ
い
て
の
課
題
と
実
践
 

 
ア
 
食
生
活
，
衣
生
活
，
住
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
に
向
け

て
よ
り
よ
い
生
活
を
考
え
，
計
画
を
立
て
て
実
践
で
き
る
こ
と
。
 

Ｃ
 
 
消
費
生
活
・
環
境
 

次
の
(
1
)
か
ら
(
3
)
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
，
課
題
を
も
っ
て
，
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て

考
え
，
工
夫
す
る
活
動
を
通
し
て
，
次
の
事
項
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

 
 

(
1
)
 
金
銭
の
管
理
と
購
入
 

ア
 
 
次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
 

(
ｱ
)
 
購
入
方
法
や
支
払
い
方
法
の
特
徴
が
分
か
り
，
計
画
的
な
金
銭
管
理
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解

す
る
こ
と
。
 

(
ｲ
)
 
売
買
契
約
の
仕
組
み
，
消
費
者
被
害
の
背
景
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
し
，
物
資
・
サ
ー
ビ

ス
の
選
択
に
必
要
な
情
報
の
収
集
・
整
理
が
適
切
に
で
き
る
こ
と
。
 

イ
 
物
資
・
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
必
要
な
情
報
を
活
用
し
て
購
入
に
つ
い
て
考
え
，
工
夫
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
消
費
者
の
権
利
と
責
任
 

ア
 
 
消
費
者
の
基
本
的
な
権
利
と
責
任
，
自
分
や
家
族
の
消
費
生
活
が
環
境
や
社
会
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。
 

イ
 
 
身
近
な
消
費
生
活
に
つ
い
て
，
自
立
し
た
消
費
者
と
し
て
の
責
任
あ
る
消
費
行
動
を
考
え
，
工

夫
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
消
費
生
活
・
環
境
に
つ
い
て
の
課
題
と
実
践
 

ア
 
 
 
自
分
や
家
族
の
消
費
生
活
の
中
か
ら
問
題
を
見
い
だ
し
て
課
題
を
設
定
し
，
そ
の
解
決
に
向
け

て
環
境
に
配
慮
し
た
消
費
生
活
を
考
え
，
計
画
を
立
て
て
実
践
で
き
る
こ
と
。
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第
５
章
 
特
別
活
動
 

〔
学
級
活
動
〕
 

２
 
 
 
内
 
 
容
 

１
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
，
全
て
の
学
年
に
お
い
て
，
次
の
各
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
の
意
義
及
び
活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
，
主
体
的
に
考
え
て
実
践

で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

(
2
)
 
 
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
と
自
己
の
成
長
及
び
健
康
安
全
 

ア
 
自
他
の
個
性
の
理
解
と
尊
重
，
よ
り
よ
い
人
間
関
係
の
形
成
 

自
他
の
個
性
を
理
解
し
て
尊
重
し
，
互
い
の
よ
さ
や
可
能
性
を
発
揮
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
集
団

生
活
を
つ
く
る
こ
と
。
 

イ
 
男
女
相
互
の
理
解
と
協
力

 

男
女
相
互
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
，
共
に
協
力
し
尊
重
し
合
い
，
充
実
し
た
生
活
づ
く
り

に
参
画
す
る
こ
と
。
 

ウ
 
思
春
期
の
不
安
や
悩
み
の
解
決
，
性
的
な
発
達
へ
の
対
応
 

心
や
体
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
基
に
，
適
切
な
行
動
を
と
り
，
悩
み
や
不
安
に
向
き
合
い
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
こ
と
。
 

エ
 
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成

 

節
度
あ
る
生
活
を
送
る
な
ど
現
在
及
び
生
涯
に
わ
た
っ
て
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
こ
と

や
，
事
件
や
事
故
，
災
害
等
か
ら
身
を
守
り
安
全
に
行
動
す
る
こ
と
。
 

オ
 
 
食
育
の
観
点
を
踏
ま
え
た
学
校
給
食
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
 

給
食
の
時
間
を
中
心
と
し
な
が
ら
，
成
長
や
健
康
管
理
を
意
識
す
る
な
ど
，
望
ま
し
い
食
習
慣
の

形
成
を
図
る
と
と
も
に
，
食
事
を
通
し
て
人
間
関
係
を
よ
り
よ
く
す
る
こ
と
。
 

〔
生
徒
会
活
動
〕
 

２
 
内
容
 

１
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
，
 
学
校
の
全
生
徒
を
も
っ
て
組
織
す
る
生
徒
会
に
お
い
て
，
次

の
各
活
動
を
通
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
意
義
及
び
活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て

理
解
し
，
主
体
的
に
考
え
て
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。

 

(
1
)
 
生
徒
会
の
組
織
づ
く
り
と
生
徒
会
活
動
の
計
画
や
運
営

 

生
徒
が
主
体
的
に
組
織
を
つ
く
り
，
役
割
を
分
担
し
，
計
画
を
立
て
，
学
校
生
活
の
課
題
を
見
い
だ

し
解
決
す
る
た
め
に
話
し
合
い
，

 
合
意
形
成
を
図
り
実
践
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
  学校行

事
へ
の
協
力
 

学
校
行
事
の
特
質
に
応
じ
て
，
生
徒
会
の
組
織
を
活
用
し
て
，
計
画
の
一
部
を
担
当
し
た
り
，
運
営

に
主
体
的
に
協
力
し
た
り
す
る
こ
と
。
 

(
4
)
  ボラン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
画
 

地
域
や
社
会
の
課
題
を
見
い
だ
し
，
具
体
的
な
対
策
を
考
え
，
実
践
し
，
地
域
や
社
会
に
参
画
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

［
生
命
の
尊
さ
］
 

生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
，
そ
の
連
続
性
や
有
限
性
な
ど
も
含
め
て
理
解
し
，
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を

尊
重
す
る
こ
と
。
 

 第
４
章
 
総
合
的
な
学
習
の
時
間

 

２
 
内
容
 

各
学
校
に
お
い
て
は
，
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
，
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
を
定
め

る
。
 

３
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
の
取
扱
い
 

各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
，
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の

と
す
る
。
 

(
1
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
に
つ
い
て
は
，
 
各
学
校
に
お
け
る
教
育
目
標
を
踏
ま
え
，
総
合
的

な
学
習
の
時
間
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
示
す
こ
と
。
 

(
2
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
，
 
他
教
科
等
の
目
標
及
び
内
容
と
の
違
い

に
留
意
し
つ
つ
，
他
教
科
等
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
の
関
連
を
重
視
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
に
つ
い
て
は
，
日
常
生
活
や
社
会
と
の
関
わ
り
を
重
視

す
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
内
容
に
つ
い
て
は
，
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
，
探
究

課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力
を
示
す
こ
と
。
 

(
5
)
 
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
に
つ
い
て
は
，
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
，
例
え
ば
，
 

国
際
理
解
，
 
情
報
，
 
環
境
，
 
福
祉
・
健
康
な
ど
の
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
す
る
横
断
的
・
総
合

的
な
課
題
，
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
，
 
生
徒
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
く
課
題
，
職
業
や

自
己
の
将
来
に
関
す
る
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
設
定
す
る
こ
と
。
 

(
6
)
 
探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具
体
的
な
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
は
，
次
の
事
項
に
配

慮
す
る
こ
と
。
 

ア
 
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
は
，
他
教
科
等
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
習
得
す
る
知
識
及
び

技
能
が
相
互
に
関
連
付
け
ら
れ
，
社
会
の
中
で
生
き
て
働
く
も
の
と
し
て
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。
 

イ
 
思
考
力
，
判
断
力
，
表
現
力
等
に
つ
い
て
は
，
課
題
の
設
定
，
情
報
の
収
集
，
整
理
・
分
析
，
ま

と
め
・
表
現
な
ど
の
探
究
的
な
学
習
の
過
程
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
，
未
知
の
状
況
に
お
い
て
活
用
で

き
る
も
の
と
し
て
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
 

ウ
 
学
び
に
向
か
う
力
，
人
間
性
等
に
つ
い
て
は
，
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
及
び
他
者
や
社
会
と
の

関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
の
両
方
の
視
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

 

(
7
)
 
目
標
を
実
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
探
究
課
題
及
び
探
究
課
題
の
解
決
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
具

体
的
な
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
は
，
教
科
等
を
越
え
た
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
が
育

ま
れ
，
活
用
さ
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
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〔
学
校
行
事
〕
 

２
 
 
内
容
 

１
の
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
，
全
て
の
学
年
に
お
い
て
，
全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
，
次

の
各
行
事
に
お
い
て
，
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
，
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的

な
活
動
を
行
う
こ
と
を
通
し
て
，
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
行
事
の
意
義
及
び
活
動
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
，
主
体
的
に
考
え
て
実
践
で
き
る
よ
う
指
導
す
る
。
 

(
1
)
 
儀
式
的
行
事
 

(
2
)
 
文
化
的
行
事
 

(
3
)
 
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事

 

(
4
)
 
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事

 

(
5
)
 
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事

 

 

４
 
中
央
教
育
審
議
会
答
申

 

（
1
）
「
子
ど
も
の
心
身
の
健
康
を
守
り
、
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に
学
校
全
体
と
し

て
の
取
組
を
進
め
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
（
抜
粋
）
」
（
H
2
0
.
1
.
1
7
 
）

 

 

I
I
I
 
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て

 

1
.
 子どもの

食
を
取
り
巻
く
状
況
と
そ
の
対
応

 
(
子
ど
も
の
食
を
取
り
巻
く
状
況

)
 
 

 

1
 
食
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な
営
み
の
一
つ
で
あ
り
、
健
康
な
生
活
を
送
る

た
め
に
 
は
健
全
な
食
生
活
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
食
生
活

を
取
り
巻
く
社

 
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
偏
っ
た
栄
養
摂
取
、
朝
食
欠
食
な
ど
の
子
ど
も

の
食
生
活
の
乱
れ
や
肥
満

 
傾
向
の
増
加
、
過
度
の
痩
身
な
ど
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
増
大
し
つ
つ
あ
る
生
活
習

 
慣
病
と
食
生
活
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 2
 
朝
食
に
つ
い
て
は
、
「
食
べ
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
す
る
小
・
中
学
生
の
割
合
は
、
小
学

校
5
年
生
 
で
 
1
4
.
6
 
%
、
中
学
校

2
年
生
で
 
1
9
.
5
 
%
に
達
し
、
「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
と

す
る
割
合
は
、
小
学
 
校

5
年
生
で
 
3
.
5
 
%
、
中
学
校

2
年
生
で
 
5
.
2
 
%
と
な
っ
て
い
る

(
平

成
 
1
7
 
年
度
「
児
童
生
徒
の
食

 
生
活
等
実
態
調
査
」
)
。
肥
満
傾
向
児
(
性
別
・
年
齢
別
に
身

長
別
標
準
体
重
を
求
め
、
そ
の
平
均
体
重

1
2
0
 
%
以
上
の
体
重
の
者
)
に
つ
い
て
は
、
小
学
校

5
年
生
男
子
で

1
1
.
6
 %
に
達
し
て
い
る
状
況
で
あ
る

(
平
成
 
1
9
 
年
度
学
校
保
健
統
計
調
査
速

報
)
。
 

 3
 
食
習
慣
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
の
習
慣
が
成
長
し
て
か
ら
の
習
慣
に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
、

大
人

 
に
な
っ
て
改
め
る
こ
と
は
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
が
将
来
に
わ
た
っ
て

健
康
に
生
活
し

 
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
食
に

関
す
る
指
導
を
充
実
し
、
 
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

 
い
る
。
 
 

 4
 
ま
た
、
食
品
の
安
全
性
や
信
頼
性
を
揺
る
が
す
事
案
が
生
じ
、
国
民
の
関
心
が
高
ま
る
中

で
、
食
 
品
の
品
質
や
安
全
性
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
・
情
報
に
基
づ
い
て
自
ら
判
断
で
き
る

能
力
(
食
に
関
 
す
る
自
己
管
理
能
力

)
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 

 
 

5
 
昭
和

2
9
年
に
、
学
校
給
食
法
が
制
定
さ
れ
、
学
校
給
食
の
法
的
根
拠
が
明
確
に
な
る
と
と

4
　

中
央

教
育

審
議

会
答

申

（
1
） 「

子
ど

も
の

心
身

の
健

康
を

守
り

、
安

全
・

安
心

を
確

保
す

る
た

め
に

学
校

全
体

と
し

て
の

  

取
組

を
進

め
る

た
め

の
方

策
に

つ
い

て（
抜

粋
）
」（

H
2
0
.1

.1
7
）
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も
に
、「
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
」
(
同
法
第

2
条
)
と
あ

る
と
お
り
、
 
学
校
給
食
が
教
育
の
一
環
で
あ
る
こ
と
が
法
的
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

学
習
指
導
要
領
に
 
お
い
て
も
学
校
給
食
が
特
別
活
動
に
位
置
付
け
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
 
 

 6
 
さ
ら
に
、
食
に
関
す
る
指
導
は
、
給
食
の
時
間
以
外
に
も
、
家
庭
科
、
技
術
・
家
庭
科
や

体
育
科
、
 
保
健
体
育
科
を
は
じ
め
と
し
た
各
教
科
や
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な

ど
、
学
校
の
教
育
 
活
動
全
体
を
通
じ
て
広
く
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
学
校
に
お
い
て
は
、
従

来
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
食
育
」
に
関
す
る
取
組
が
推
進
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

 
現
在
で

は
、
食
育
を
、
食
を
通
し
て
健
や
か
な
心
身
と
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
的
と
し

た
、
知
育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
学
校
に
お
け
る
食

育
 
の
一
層
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

 (
子
ど
も
の
食
を
め
ぐ
る
現
代
的
な
課
題
へ
の
対
応

)
 
 

 1
 
近
年
、
子
ど
も
の
食
生
活
の
乱
れ
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指

導
を
充

 
実
し
、
子
ど
も
が
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成
 

1
6
 
年
に
栄
養
教
諭
制
度
が
創
設
さ
れ
、
平
成
 
1
7
 
年

4
月
か
ら
栄
養
教
諭
の
配
置
が
開
始
さ

れ
て
い
る
が
、
食
に
関
す
る
指
導
体
制
を
整
備
し
、
学
校
に
お
け
る
食
育
を
さ
ら
に
推
進
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
配
置
拡
大
が
不
 
可
欠
で
あ
る
。
 
 

 2
 
ま
た
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
の
た
め
に
は
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、

学
級
担
任
は
も
と
よ
り
、
家
庭
科
、
技
術
・
家
庭
科
や
保
健
体
育
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
す

る
教
科
の
担
任
や
、
児
童
生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進
に
あ
た
る
養
護
教
諭
な
ど
関
係
教
職
員

が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
栄
養
教
諭
が
中
心
と
な
っ
て
組
織
的
に
取
り
組
む
体
制
を
充
実

し
、
学
校
教
育
活
動
全
体
に
お
い
て
、
各
教
科
等
の
指
導
内
容
・
方
法
を
生
か
し
つ
つ
教
科

横
断
的
な
指
導
と
し
て
食
に
関
す
る
指

 
導
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
場
産
物
の
活
用
の

推
進
や
米
飯
給
食
の
一
層
の
普
及
・
定
着
な
ど
学
校
給
食
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
食
に
関
す
る
指
導
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
学
校
内
の
取
組
に
と
ど
ま

ら
ず
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
・
協
力
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

 3
 
平
成

1
7
年

6
月
に
は
、
食
育
を
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、
徳
育
及
び
体
育

の
基
礎

 
と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
付
け
、
国
民
の
食
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
等
に
対
し

て
、
国
が
取
組
を
 
行
う
に
際
し
て
の
理
念
、
関
係
者
の
責
務
、
施
策
の
基
本
的
な
方
向
を
明

ら
か
に
し
た
「
食
育
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
同
法
に
基
づ
き
、
平
成

 
1
8
 
年

3
月
に

政
府
の
「
食
育
推
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、
内
閣
府
を
は
じ
め
、
文
部
科
学
省
、
厚
生

労
働
省
、
農
林
水
産
省
等
の
関
係
各
府
省

 
庁
が
実
施
す
る
食
育
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
連

携
を
図
り
、
政
府
と
し
て
一
体
的
に
取
り
組
む
体

 
制
が
整
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
や
社

会
を
挙
げ
て
子
ど
も
に
対
す
る
食
育
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

 (
1
)
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
の
学
校
給
食
の
充
実

 
 

1
 
学
校
給
食
は
、
成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
の
心
身
の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
 
た
豊
か
な
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
の
増
進
、
体
位
の
向
上
を
図
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
 
の
こ
と
、
食
に
関
す
る
効
果
的
な
指
導
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
給
食

の
時
間
で
は
、
準
備
か
ら
後
片
付
け
を
通
し
て
、
計
画
的
・
継
続
的
に
指
導
を
行
う
こ

 
と
に

よ
り
、
子
ど
も
に
望
ま
し
い
食
習
慣
や
食
に
関
す
る
実
践
力
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
構
築
す

る
 
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
場
産
物
を
活
用
し
た
り
、
地

域
の
郷
土
 
食
や
行
事
食
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
、
地
域
の
文
化
や
伝
統
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
、
食
 
に
関
す
る
感
謝
の
念
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
「
心
の
教
育
」
を

含
め
高
い
教
育
効
果
が
期
 
待
さ
れ
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
上
で
、
給
食
の
時
間
の
ほ
か
、
各
教
科
や
道
徳
、

特
別
 
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
に
お
け
る
食
に
関
連
す
る
学
習
内
容
相
互
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
、
 
横
断
的
・
総
合
的
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
指
導
に
際
し
、
学
校
給

食
を
教
材
と
し
て
積
極

 
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
家
庭
科
、

技
術
・
家
庭
科
に
お
い
て
栄
養
バ
 
ラ
ン
ス
を
学
ぶ
場
合
、
当
日
の
学
校
給
食
の
献
立
を
教
材

と
し
て
学
習
し
、
授
業
後
の
給
食
の
時
間

 
に
、
実
際
に
見
て
食
べ
る
こ
と
を
通
し
て
学
習
内

容
の
復
習
や
確
認
を
行
う
こ
と
に
よ
り
理
解
を
深
め
る
取
組
や
、
理
科
で
栽
培
し
た
植
物
や

社
会
科
で
学
習
し
た
地
場
産
物
な
ど
、
教
科
等
で
使
用
す
る
教
材
を
食
材
と
し
て
意
図
的
に

学
校
給
食
の
献
立
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
学
習
内
容
を
よ
り
身
近

 
に
と
ら
え
さ
せ
る
取
組
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 
 

 2
 
こ
の
よ
う
に
、
学
校
給
食
は
、
子
ど
も
の
成
長
発
達
や
活
動
の
源
泉
と
な
る
も
の
で
あ
る

と
同
時
に
、
極
め
て
有
効
な
教
材
と
し
て
多
面
的
な
活
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
子
ど
も
が
毎
日
の
学
校
生
活
の
中
で
特
に
楽
し
み
と
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
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あ
っ
て
、
生
活
の
営
み
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
ず
と
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
を
引
き

出
し
得
る
特
性
を
有
し
て
い
る
。
 
こ
の
よ
う
な
特
性
に
か
ん
が
み
、
従
前
、
各
学
校
に
お
い

て
、
い
わ
ゆ
る
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て

 
活
用
が
図
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後

と
も
、
食
育
を
推
進
す
る
上
で
、
学
校
の
教
育
活

 
動
全
体
を
通
じ
て
、
学
校
給
食
の
有
す
る

教
育
的
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

3
 
給
食
の
時
間
に
お
け
る
指
導
は
、
教
育
課
程
上
の
特
別
活
動
と
し
て
極
め
て
重
要
な
学
校

教
育
活
動
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
食
事
や
指
導
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
や
学

校
の
実
態
に
応
じ
、
十
分
な
給
食
の
時
間
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

 
 

ま
た
、
学
習
活
動
の
場
で
あ
る
教
室
を
食
事
の
場
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
整
え
る
工

夫
や
、
 
食
堂
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
有
効
に
活
用
し
て
異
学
年
や
複
数
学
級
に
よ
る
会
食
を
実

施
す
る
取
組
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
学
校
給
食
を
楽
し

み
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
醸
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
食
事
環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ

る
。
 

 
 

4
 
学
校
給
食
の
法
的
根
拠
で
あ
る
学
校
給
食
法
は
、
昭
和

2
9
年
に
制
定
さ
れ
、
当
初
よ
り
学

校
給
食

 
が
持
つ
教
育
的
意
義
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
今
日
、
食
育
の
推
進
が
重
視
さ

れ
て
い
る
中
で
、
 
食
へ
の
感
謝
の
念
や
学
校
給
食
を
通
し
た
地
域
文
化
の
理
解
、
郷
土
へ
の

愛
着
な
ど
、
学
校
給
食
が

 
持
つ
食
育
推
進
上
の
教
育
的
意
義
を
さ
ら
に
明
確
に
す
る
こ
と

を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

 ○
学
校
給
食
法
 
(
こ
の
法
律
の
目
的

)
 
 

第
1
条
 
こ
の
法
律
は
、
学
校
給
食
が
児
童
及
び
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
し
、
か
つ
、
 

国
民
の
食
生
活
の
改
善
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
学
校
給
食
の
実
施
に

 

関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
っ
て
学
校
給
食
の
普
及
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

(
学
校
給
食
の
目
標
)
 
 

第
2
条
 
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
義
務
教
育
諸
学
校
に
お
け
る
教
育
の
目
的
を
実
現
す
る
た

め
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
目
標
の
達
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

一
 
日
常
生
活
に
お
け
る
食
事
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
と
望
ま
し
い
習
慣
を
養
う
こ
と
。

 
 

二
 
学
校
生
活
を
豊
か
に
し
、
明
る
い
社
交
性
を
養
う
こ
と
。

 
 

三
 
食
生
活
の
合
理
化
、
栄
養
の
改
善
及
び
健
康
の
増
進
を
図
る
こ
と
。

 

四
 
食
糧
の
生
産
、
配
分
及
び
消
費
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
に
導
く
こ
と
。

 
 

 

5
 
ま
た
、
文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
給
食
法
の
趣
旨
に
則
り
、
学
校
給
食
を
適
正
に
実
施
す

る
た
め
、
 
学
校
給
食
の
実
施
の
対
象
や
実
施
回
数
、
児
童
生
徒

1
人
当
た
り
の
平
均
栄
養
所

要
量
等
に
つ
い
て
 
定
め
た
「
学
校
給
食
実
施
基
準
」
(
昭
和
 
2
9
 
年
文
部
省
告
示

)
を
告
示
し

て
い
る
。
国
の
責
任
と
し
て
、
全
国
に
お
い
て
一
定
水
準
以
上
の
学
校
給
食
が
実
施
さ
れ
る

よ
う
基
準
を
示

 
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
学
校
給
食
実
施
基
準
」
を
よ
り
明
確
に
法
体
系
に

位
置
付
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

6
 
な
お
、
現
在
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
全
国
の
約

9
9
%
が
完
全
給
食
を
実
施
し
て
い
る
が
、
中

学
校

 
に
つ
い
て
は
実
施
率
が
約

 
7
0
 
%
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
中
学
校
に
お
け
る
学
校
給

食
の
実
施
を
含
め
、
学
校
給
食
の
更
な
る
普
及
・
充
実
を
図
り
、
学
校
給
食
が
持
つ
食
に
関

す
る
指
導
の
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
の
意
義
を
家
庭
だ
け
で
な
く
、
広
く
国
民
に
発
信
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

 (
2
)
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
活
用
や
郷
土
食
・
行
事
食
の
活
用

 
 

1
 
地
場
産
物
を
学
校
給
食
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
が
、
よ
り
身
近
に
実
感
を
持

っ
て
地

 
域
の
自
然
や
環
境
、
食
文
化
、
産
業
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
生
産
者
や
生
 
産
過
程
等
を
理
解
し
、
食
べ
物
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
く
こ
と
な
ど
が

で
き
る
た
め
、
そ
の
活
用

 
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

 2
 
政
府
の
食
育
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
活
用
を
促
進

す
る
た

 
め
、
当
該
都
道
府
県
産
の
地
場
産
物
を
使
用
す
る
割
合
を
平
成

 
2
2
 
年
度
ま
で
に

 

3
0
 %
以
上
と
す
る
 
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
、
文
部
科
学
省
で
は
、
各
地
域
の
地
場

産
物
の
調
達
・
納
入
方
法
 
や
、
地
場
産
物
を
活
用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
の
実
践
を
集
め
た

事
例
集
を
作
成
・
配
布

(
平
成
 
1
8
 
年

2
月
)
し
、
地
場
産
物
の
活
用
を
促
進
し
て
い
る
。

 

 
 

3
 
食
育
推
進
基
本
計
画
に
記
載
の
と
お
り
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
物
の
活
用
は
、
子

ど
も
が
食
材
を
通
じ
て
地
域
の
自
然
や
文
化
、
産
業
等
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
関
係
者
の

努
力
や
食
へ
の
感
謝
の
念
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
と
い
う
教
育

的
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
義
を
踏
ま
え
、
学
校
給
食
を
活
用
し
て
食
に
関
す

る
指
導
を
行
う
際
に
は
、
地
場

 
産
物
を
積
極
的
に
活
用
し
、
地
域
の
食
文
化
へ
の
理
解
を
図

る
こ
と
に
配
慮
す
る
よ
う
法
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

 
 

4
 
地
場
産
物
の
種
類
・
量
が
少
な
い
都
府
県
で
の
活
用
の
促
進
方
策
も
含
め
、
各
地
域
で
の
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地
場
産
物
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
の
生
産
者
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
計
画
的
、

安
定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
の
確
立
や
地
場
産
物
を
使
用
し
た
加
工
食
品
の
開
発
の
た
め
の

支
援
を
国
が
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

 5
 
ま
た
、
伝
統
的
な
日
本
文
化
で
あ
る
稲
作
、
米
食
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
和
食
の

食
べ
方
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
食
文
化
を
継
承
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
、
 
米
飯
給
食
の
普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 6
 
さ
ら
に
、
学
校
給
食
を
通
し
て
、
伝
統
的
な
日
本
文
化
で
あ
る
稲
作
・
米
食
や
郷
土
食
、

行
事
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
は
、
教
育
的
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
全
国
各
地

の
郷
土
料
理
や
伝
統
料
理
を
取
り
入
れ
た
学
校
給
食
の
献
立
を
広
く
周
知
す
る
た
め
の
取
組

が
望
ま
れ
る
。
 
 

 2
.
食
育
・
学
校
給
食
に
関
す
る
学
校
内
の
体
制
の
充
実

 
(
1
)
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ

た
取
組
 
 

1
 
学
校
に
お
け
る
食
育
は
、
給
食
の
時
間
を
中
心
に
、
特
別
活
動
、
各
教
科
等
の
学
校
教
育

活
動
全
体
に
お
い
て
、
各
教
科
等
の
指
導
内
容
・
方
法
を
生
か
し
つ
つ
、
教
科
横
断
的
な
指

導
と
し
て
関
連
付
け
、
体
系
的
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

2
 
こ
の
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
、
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
を
作
成
し
、
校
長
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
関
係
教
職
員
が
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
継
続
的
、
体
系
的
な
食
育

を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
関
係
教
職
員
の
食
育
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
 
 

3
 
文
部
科
学
省
で
は
、
各
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
教

職
員
用
の
指
導
参
考
資
料
「
食
に
関
す
る
指
導
の
手
引
」
を
作
成
し
、
各
学
校
の
取
組
を
支

援
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
食
に
関
す
る
指
導
に
係
る
全
体
計
画
に
掲
げ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
内
容
や
全
体
計
画
の

 
作
成
、
全
体
計
画
を
踏
ま
え
た
指
導
を
進
め
る
に
際
し
て
の
留
意
点

等
を
示
す
と
と
も
に
、
学
校
に

 
お
け
る
食
育
の
推
進
に
中
核
的
な
役
割
を
担
う
栄
養
教
諭
の

果
た
す
役
割
を
提
示
し
て
い
る
。
今
後
、
学
校
に
お
け
る
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
の

策
定
率
を
向
上
さ
せ
、
継
続
的
、
体
系

 
的
な
食
に
関
す
る
指
導
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、

学
校
給
食
を
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
活
用
し

 
た
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
の
作
成
に

関
し
、
法
制
度
の
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

 
 

(
2
)
栄
養
教
諭
等
 
 

1
 
食
に
関
す
る
子
ど
も
の
健
康
問
題
の
深
刻
化
に
伴
い
、
学
校
給
食
の
栄
養
管
理
や
衛
生
管

理
な
ど
の
職
務
を
行
う
学
校
栄
養
職
員
に
よ
る
担
任
教
諭
等
の
行
う
教
科
指
導
や
給
食
指
導

へ
の
専
門
的
立
場
か
ら
の
協
力
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
栄
養
職
員
が
食

に
関
す
る
指
導
を
行
う
た
め
に
必
要
な
専
門
性
は
制
度
的
に
担
保
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

児
童
生
徒
の
栄
養
の
指
導
及

 
び
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
職
員
と
し
て
、
平
成
 
1
6
 
年
度
に
栄
養

教
諭
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
栄
養
教
諭

 
は
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
の
要
と
し
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
配
置
が
進
ん
で
い
る
。
栄
養
教
諭
は
、
学

校
給
食
の
管
理
の
ほ
か
、
 
i
)
他
の
教
職
員
と
連
携
・
調
整
し
、
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計

画
の
策
定
な
ど
学
校
全
体
で
の
取
組
に
企
画
立
案
段
階
か
ら
中
心
的
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

啓
発
活
動
や
保
護
者
へ
の
助
言
等
、
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
学
校
の
内
外
を

通
じ
、
食
に
関
す
る
指
導
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

 
i
i
)
給
食

の
時
間
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
活
動
、
関
連
す
る
各
教
科
な
ど
に
お
い
て
、
学
級
担
任

 
や
教

科
担
任
と
連
携
し
な
が
ら
、
食
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と

 
i
i
i
)
学
級
担
任
、
養
護
教
諭
、

学
校
医
な
ど
と
連
携
し
つ
つ
、
肥
満
傾
向
、
過
度
の
痩
身
、
偏
食

 
傾
向
の
子
ど
も
や
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
へ
の
個
別
的
な
指
導
を
行
う
こ
と
な
ど
学
校
に
お
け
る
食
育
推
進

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

 
 

 2
 
栄
養
教
諭
の
職
務
は
、
学
校
教
育
法
で
「
児
童
生
徒
の
栄
養
の
指
導
及
び
管
理
を
つ
か
さ

ど
る
」
 
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
に
お
い
て
、
他
の
教
職
員
や
地

域
社
会
と
連
携
 
し
つ
つ
、
そ
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
栄
養
教
諭
の
役
割
・

職
務
の
明
確
化
を
図
る

 
た
め
の
法
制
度
の
整
備
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各
種
研
修
会
を
は

じ
め
様
々
な
機
会
を
通
じ
、
そ
 
の
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

3
 
学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
上
で
、
栄
養
教
諭
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
が
、
そ
の
配
置
は
義
務
的
な
も
の
で
は
な
く
学
校
の
設
置
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お

り
、
未
だ
配
置
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
配
置
数
が
十
分
と
は
い
え
な
い
都
道
府
県
が

見
ら
れ
る
。
 
 

○
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況

 
 

平
成

1
7
年
度
:
 
3
4
名

(
 
4
道
府
県
)
 

平
成
 
1
8
 
年
度
:
 
3
5
9
 
名
(
 
2
6
 
道
府
県
)
 

平
成

1
9
年
度
:
 
9
8
6
名
(
 
4
5
道
府
県
)
 
〔
平
成

1
9
年

9
月

3
0
日
現
在
〕
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 4
 
各
都
道
府
県
に
お
け
る
栄
養
教
諭
の
配
置
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
国
は
栄
養
教
諭
制
度

の
意
義
や
具
体
的
な
成
果
を
積
極
的
に
発
信
し
、
自
治
体
や
国
民
の
栄
養
教
諭
制
度
に
対
す

る
更
な
る
理
解
 
の
促
進
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 
 

 5
 
ま
た
、
食
に
関
す
る
指
導
を
充
実
す
る
た
め
に
は
、
多
く
の
子
ど
も
が
栄
養
教
諭
に
よ
る

指
導
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
栄
養
教
諭
の
定
数
改
善
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
将
来
的
に
は
、
栄
養
教
諭
制
度
創
設
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
免
許

法
認
定
講
習
の
適
切
な
実
施
を
通
じ
、
希
望
す
る
す
べ
て
の
学
校
栄
養
職
員
が
円
滑
に
栄
養

教
諭
免
許
状
を
取
得
し
、
計
画
的
に
栄
養
教
諭
に
移
行
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

 
 

6
 
栄
養
教
諭
が
学
校
に
お
け
る
食
育
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
食

に
関
す
る
新
し
い
情
報
を
収
集
し
、
子
ど
も
に
適
切
に
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
指
導
力

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
現
在
、
栄
養
教
諭
に
対
す
る
国
レ
ベ
ル
で
の
研
修
に

つ
い
て
は
、
全
国
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
研
究
大
会
や
各
地
域
で
実
施
す
る
研
修
等
に

お
け
る
指
導
者
の
養
成
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、

地
方
交
付
税
措
置
に
よ
り
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
新
規
採
用
研
修
や
経
験
者
研
修
等
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
教
諭
と
比
較
し
て
研
修
日
数
が
少
な
く
、
不
十
分
 
な
状
況
と
い
え
る
。

こ
の
た
め
、
国
が
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
モ
デ
ル
を
示
し
、
研
修
内
容
と
研
修
体
制
の
充
実
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
教
育
公
務
員
特
例
法
上
の
初
任
者
研
修
を
栄
養
教
諭
も
対
象
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
校
内
に
お
い
て
直
ち
に
指
導
に
あ
た
る
人
材
を
確
保
す
る
こ
と

が
 
困
難
で
あ
る
な
ど
課
題
が
あ
る
が
、
外
部
人
材
な
ど
の
活
用
状
況
を
勘
案
し
、
適
宜
、

新
た
に
採
用
さ
れ
た
栄
養
教
諭
に
対
す
る
研
修
の
充
実
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
 
 

 7
 
学
校
栄
養
職
員
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
の
求
め
に
応
じ
て
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
や

特
別
非
常
勤
講
師
制
度
を
活
用
し
、
子
ど
も
の
食
に
関
す
る
指
導
に
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。
学
校
栄
養
職
員
の
職
務
に
は
栄
養
教
諭
の
よ
う
に
食
に
関
す
る
指
導
は
位
置
付
け
ら
れ

て
お
ら
ず
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
に
果
た
す
役
割
は
異
な
る
が
、
学
校
栄
養
職
員

は
、
栄
養
教
諭
へ
の
移
行
が
想
定
さ
れ
る
職
員
で
あ
り
、
今
後
と
も
食
に
関
す
る
専
門
性
の

向
上
を
図
り
、
学
校
の
求
め
に
応
じ
て
、
食
に
関
す
る
指
導
に
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
 
 

(
3
)
学
級
担
任
や
教
科
担
任
等

 
 

1
 
食
に
関
す
る
指
導
が
栄
養
教
諭
の
職
務
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、

栄
養
教
諭
自
身
が
、
食
育
に
関
し
て
、
そ
の
学
校
に
お
け
る
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
の
す
べ

て
を
自
ら
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
、

学
級
担
任
や
教
科

 
担
任
等
す
べ
て
の
教
職
員
が
連
携
・
協
力
し
、
担
当
す
る
教
科
等
に
お

い
て
積
極
的
に
食
に
関
す
る
指
導
を
行
う
な
ど
、
学
校
全
体
で
食
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
 
教
職
員
の
意
識
啓
発
の
た
め
の
校
内
研
修
や
、
食
に
関

す
る
指
導
の
全
体
計
画
に
係
る
一
連
の
取
組
等
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
内
の
食
育
を
組
織

的
に
推
進
す
る
役
割
を
担
う
「
食
育
推
進
委
員
会
」
 
な
ど
の
校
内
委
員
会
を
組
織
し
、
校
務

分
掌
に
明
確
に
位
置
付
け
る
な
ど
、
校
内
組
織
を
充
実
さ
せ

 
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
栄

養
教
諭
は
、
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
の
た
め
の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る

 
こ
と
か

ら
、
食
育
責
任
者
と
し
て
校
内
委
員
会
の
取
組
を
積
極
的
に
推
進
す
る
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。
 
 

 2
 
一
方
、
栄
養
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
学
校
や
学
校
給
食
を
実
施
し
て
い
な
い
学
校
に

お
い
て
も
、
校
長
を
中
心
と
し
た
食
育
に
関
す
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
も
見
ら
れ
る

が
、
全
体
と
し
て
は
、
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
を
作
成
し
、
継
続
的
、
体
系
的
な
指

導
を
行
う
こ
と
に
関
し

 
課
題
が
あ
る
と
い
え
る
。
栄
養
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
な
い
学
校

や
共
同
調
理
場
の
受
配
校
に
お
い
て
は
、
教
諭
等
が
食
育
責
任
者
と
な
り
、
校
内
委
員
会
の

運
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
本
務
校
や
共
同
調
理
場
の
栄
養
教
諭
や
学

校
栄
養
職
員
と
連
携
し
つ
つ
、
自
校
の
食
育
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 
 

 3
 
食
育
の
推
進
は
、
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
で
あ
る
と
と
も

に
、
現
在
の
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
に
か
ん
が
み
る
と
、
学
校
に
お
け
る
効
果
的
な
食
育
の

推
進
に
は
、
栄
養
教
諭
以
外
の
教
職
員
の
食
に
関
す
る
指
導
へ
の
関
心
を
高
め
、
そ
の
指
導

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
各
大
学
や
教
育
委
員
会
の
取
組
に
よ
り
、
教

員
養
成
の
段
階
や
初
任
者
研
修
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
現
職
研
修
の
段
階
に
お
い
て
食
育
に

つ
い
て
の
知
識
や
指
導
方
法
に
つ
い
て
修
得
す
る
機
会
を
確
保
・
充
実
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
 

 
 

4
 
学
校
給
食
調
理
員
に
も
学
校
に
お
け
る
食
育
の
取
組
に
協
力
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
調
理
員
の
研
修
に
お
い
て
も
、
調
理
方
法
や
衛
生
管
理
に
関
す
る

内
容
に
加
え
、
食
育
の
推
進
に
関
す
る
内
容
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
食
育



53

の
推
進
に
は
、
す
べ
て
の
教
職
員
の
理
解
と
連
携
・
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
職
種
横
断
的
な
研
修
の
取
組
な
ど
新
た
な
研
修
な
ど
も
有
効
で
あ
る
。

 
 

 5
 
ま
た
、
肥
満
傾
向
や
偏
食
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
咀
嚼
不
足
な
ど
、
食
に
関
す
る
健
康
課

題
を
有
し
、
個
別
的
な
対
応
や
相
談
指
導
が
必
要
な
子
ど
も
に
対
し
て
は
、
学
級
担
任
等
や

養
護
教
諭
、
栄
養
教
諭
、
関
係
教
職
員
、
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師
等
が
共
通

理
解
に
立
ち
、
連
携
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
学
校
内
に
お
い
て
は
関
係
教
職

員
か
ら
な
る
指
導
体
制
を
整
備

 
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

 
 

6
 
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
が
健
全
な
食
生
活
を
主
体
的
に
実
践
し
得
る
発
達
段
階
に

あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
食
育
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
そ

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
際
、
家
庭
科
、
保
健
体
育
科
等
関
係
す
る
教
科
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
や
生
徒
会
活
動
等
の
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中
心
と

し
、
地
域
の
有
識
者
等
も
活
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
た
食
に
関
す
る
指
導

を
適
切
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

 
 

(
4
)
校
長
・
教
頭
等
 
 

1
 
学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
に
当
た
り
、
校
長
は
、
栄
養
教
諭
を
中
心
と
す
る
食
に
関
す

る
指
導
の
全
体
計
画
の
作
成
を
指
揮
し
、
校
内
体
制
を
整
備
し
て
学
校
教
育
活
動
全
体
で
積

極
的
な
取
組
が
 
行
わ
れ
る
よ
う
全
校
的
な
視
点
か
ら
関
係
教
職
員
を
指
導
す
る
こ
と
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
。
 
 

 2
 
食
に
関
す
る
指
導
や
衛
生
管
理
を
含
む
学
校
給
食
の
管
理
に
お
い
て
、
責
任
者
で
あ
る
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
学
校
全
体
の
意
識
向
上
と
取
組
の
活
性
化
に
与
え
る
影
響
が
極
め

て
大
き
い
こ
と
に
か
ん
が
み
、
校
長
が
適
切
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
各
都
道
府
県
等
に
お
け
る
管
理
職
研
修
を
は
じ
め
食
育
や
食
に
関
す
る
指
導
の
重

要
性
に
つ
い
て
周
知
を
図
る
取

 
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
管
理
職
で

あ
る
副
校
長
、
教
頭
に
つ
い
て
も
同
様
な
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。
 
 

 (
5
)
学
校
給
食
に
お
け
る
衛
生
管
理
の
徹
底

 
 

1
 
学
校
給
食
に
お
い
て
、
安
全
・
安
心
な
食
事
の
提
供
は
大
前
提
で
あ
り
、
学
校
給
食
調
理
場

の
衛
生
管
理
責
任
者
で
あ
る
栄
養
教
諭
等
の
指
導
の
下
、
食
品
、
調
理
作
業
、
施
設
設
備
や

調
理
員
の
衛
生
管
理
の

徹
底
を
図
り
、
食
中
毒
等

の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ

る
。
 

 
 

2
 
食
中
毒
を
防
止
し
、

安
全
な
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
文
部
科
学
省

で
は
「

学
校

給

食
衛
生
管
理
の
基
準
」

(
平
成

9
年
文
部
省
体
育

局
長
裁
定

)
を
作
成
し
、
局
長
通
知
に
よ
り

各
学
校
に
学
校
給
食
の
衛
生
管
理
の
徹
底
を
要
請
し
て
い
る
。

 
 

 3
 
し
か
し
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
基
準
を
遵
守
し
た

学
校
給
食
を
実
施
す
る
こ
と
は

市
町
村
や

各
学
校
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
お
り

、
関
係
者

の
食
中
毒
に
対
す
る
意
識

や
衛
生
管
理
が

不
十
分
な
た
め
、
食
中
毒

が
発
生
し
て
い
る
事
例

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
安
全
で
安

心
な
学
校
給
食
の
実
施

の
た
め
に
は
、
学
校
給
食

に
お
け
る
衛
生
管
理
を
今
後

さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
 
 

 4
 
こ
の
た
め
、
国
の

責
任
と
し
て
、
一
定
水
準
以
上

の
衛
生
管
理
が
す
べ
て
の

学
校
で
行
わ

れ
る
よ
う
基
準
を
示
す
と
い
う

観
点
か
ら
、
「
学
校
給
食
衛
生
管
理

の
基
準

」
を
法
体
系
に

位
置
付
け
る
こ
と
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

。
 
 

 5
 
食
中
毒
が
発

生
し

た
場

合
の

迅
速

な
状

況
確

認
、

対
応

の
た

め
の

分
析

や
留

意
事

項
等

の

全
国
へ
 
の
情
報
提
供

の
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
 

 
 

3
.
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
の
連
携
の
推
進

 
 

○
 

学
校
に
お
い
て

食
育
を
よ
り
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
に
は
、
栄
養
教
諭

が
中
核
と
な

り
家
庭
や
地
域
と
の
連
携

を
図
り
つ
つ
食
に
関
す
る

指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
 
 

○
 
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
取
組
を
進
め
る
た
め
に
は
、
食
育
の
目
標
や
具
体
的
な
指
導
内

容
・
方
 
法
、
学
校
で

指
導
を
行
う
時
期
等
に
つ
い
て

、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者

や
地
域
の
関
係

者
等
に
説
明
し
、
理
解

を
得
る
こ
と
が
有
効
で
あ
り

、
そ
の
意
味
で
も
食

に
関

す
る

指
導

の

全
体
計
画
の
策
定
は
重
要

 
で
あ
る
。
 

 
 

(
1
)
学
校
と
家
庭
と
の
連
携
の
強
化

 
 

1
 
食
に
関
す
る
問
題

は
、
本
来
、
家
庭
が
中
心

と
な
っ
て
担
う
も
の
で
あ
る

。
子
ど
も
た
ち

に
健

全
な

食
生

活
を

実
践

す
る

力
を

身
に

付
け

、
習

慣
化

さ
せ

る
た

め
に

は
、

教
育

活
動

と

し
て

様
々

な
配

 
慮

の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る

学
校
給
食
を
活
用
し
た
学
校

に
お
け
る
取
組
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の
み
な
ら
ず
、
家
庭
に
お
い
て
、
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
、
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
基
本
的
な
食
事
の
マ
ナ
ー
や
望
ま
し
い
食
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
適
切

な
取
組
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
環
境
の
変
化
や
食
生
活
を
め
ぐ

る
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
保
護
者
が
子
ど
 
も
の
食
生
活
を
十
分
に
把
握
し
、
管
理
し
て
い

く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
子
ど
も

 
の
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成
に
つ
い

て
は
、
家
庭
を
中
心
と
し
つ
つ
、
学
校
や
地
域
社
会
に
お
い
て

 
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 
 

2
 
こ
の
た
め
、
給
食
だ
よ
り
な
ど
に
お
い
て
学
校
の
取
組
を
紹
介
し
た
り
、
給
食
の
試
食
会

や
親
子
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
し
た
り
し
て
、
食
育
に
つ
い
て
学
校
か
ら
家
庭
へ
の
啓
発
が

行
わ
れ
て
い
る
 
が
、
食
に
関
す
る
指
導
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
や
は
り
家
庭
の
理
解

と
協
力
や
家
庭
に
お
け

 
る
子
ど
も
へ
の
食
に
関
す
る
指
導
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
家

庭
へ
の
情
報
提
供
や
啓
発
活
動
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

3
 
ま
た
、
食
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
家
庭
か
ら
の
情
報
収
集
を
積
極
的
に
行
っ
た

り
、
食
の
大
部
分
を
担
う
家
庭
に
対
し
、
栄
養
や
食
事
に
関
す
る
助
言
を
行
っ
た
り
す
る
な

ど
密
接
に
連
携
を
 
図
る
と
と
も
に
、
医
学
的
な
対
応
を
要
す
る
場
合
に
は
、
主
治
医
や
専
門

医
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ

 
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 
 

4
 
さ
ら
に
、
現
在
、
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
国
民
運
動
な
ど
子
ど
も
の
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
育
成
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

学

校
・
家
庭
・
地
域
社
 
会
が
連
携
し
た
子
ど
も
に
対
す
る
食
育
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
こ
の

よ
う
な
活
動
と
連
携
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。
 

 
 

(
2
)
学
校
と
地
域
社
会
と
の
連
携
の
強
化

 
 

1
 
学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
の
生
産
者
や
食
に
関
す
る
知
識
・
経
験
を
有
す
る
地
域
の
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
た

り
、
食
生
活
 
の
改
善
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

N
P
O
等
の
協
力
を
得
る
な
ど
、
地
域
社
会
と

の
連
携
・
協
力
を
 
進
め
て
い
く
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。
そ
の
際
、
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い

る
「
食
育
推
進
委
員
会
」
や
、
共
同
調
理
場
に
設
置
さ
れ
て
い

 
る
運
営
委
員
会
等
、
既
存
の

組
織
を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 

 
 

2
 
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
お
い
て
、
農
作
業
等
の
体
験
活
動
を
実
施
す
る
に
当
た

り
、
地
域
の
生
産
者
や
生
産
者
団
体
の
担
当
者
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
栽
培
し
、
収
穫
し
た

農
作
物
な
ど
を
学
校
給
食
に
活
用
し
た
り
、
地
域
の
方
を
交
流
給
食
会
等
に
招
待
し
た
り
す

る
な
ど
地
域
と
連
携
し
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
地
域
社
会
と
連
携
し
つ

つ
、
子
ど
も
た
ち
が
食
料
の
生
産
か
ら
消
費
等
に
至
る
ま
で
の
食
に
関
す
る
体
験
活
動
に
参

加
し
、
自
然
の
恩
恵
の
上
に
貴
重
な
食
料
生
産
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
、
食
と
い
う
行
為

は
動
植
物
の
命
を
受
け
継
ぐ
こ
と
で
あ
る
こ
と
、
食
生
活
は
生
産
者
を
は
じ
め
多
く
の
人
々

の
苦
労
や
努
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
ま
た
、
地
域
の
有
識
者
等
を
特
別
非
常
勤
講
師
や
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
活
用

し
、
食
に
 
関
す
る
指
導
へ
の
協
力
を
得
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
 

 
 

3
 
学
校
に
お
け
る
食
育
を
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
教
育
委
員
会
等
が
中
心
と
な
り
、
保
育

所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、
栄
養
教
諭

(
学
校
栄
養
職
員

)
、
地
域
の
関
係
機
関
、
農
林
漁
業

者
、
保
護
者
等

 
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
「
地
域
食
育
推
進
委
員
会

(
仮
称

)
」
な
ど
を
設
置
し
、

一
貫
し
た
指
導
に
取
り

 
組
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

 
 

4
 
な
お
、
各
地
域
に
お
い
て
、
子
ど
も
に
対
す
る
食
育
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
町
村
教

育
委
員
会
の
み
な
ら
ず
、
保
健
部
局
や
農
政
部
局
等
の
関
係
行
政
部
局
が
緊
密
な
連
携
を
図

り
取
組
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
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（
2
）
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
の
在
り
方
と
今
後
の
改
善
方
策
に
つ
い
て
」
（
H
2
7
.
1
2
.
2
1
）
 

 ３
．
「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
」
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
改
善
方
策

 

（
１
）
専
門
性
に
基
づ
く
チ
ー
ム
体
制
の
構
築

 
学
校
が
複
雑
化
・
多
様
化
し
た
課
題
を
解
決
し
，
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を

子
供
に
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
，
校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
，
教
員
が
チ
ー
ム
と
し
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
第
一
に
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
多
様

な
職
種
の
専
門
性
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
学
校
に
置
き
，
そ
れ
ら
の
教
職
員
や
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

自
ら
の
専
門
性
を
十
分
に
発
揮
し
，「
チ
ー
ム
と
し
て
の
学
校
」
の
総
合
力
，
教
育
力
を
最
大
化
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
本
答
申
で
は
，
こ
う
し
た
観
点
か
ら
，

教
職
員
と
専
門
ス
タ
ッ
フ
（
心
理
，
福
祉
，
部
活
動
，
特
別
支
援
教
育
，
地
域
連
携
等
）
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
る
。

 
ま
た
，
学
校
に
は
，
学
校
教
育
法
等
に
基
づ
き
，
学
校
や
地
域
の
実
態
等
を
踏
ま
え
，
実
習
助

手
，
技
術
職
員
，
寄
宿
舎
指
導
員
，
学
校
用
務
員
，
給
食
調
理
員
等
の
職
員
が
配
置
さ
れ
，
職
務

を
担
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
が
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
，
連
携
・
分
担
の
仕
組
み

を
整
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 
今
後
，
学
校
や
児
童
生
徒
等
の
状
況
の
変
化
等
に
伴
い
，
本
答
申
で
示
し
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
の

役
割
が
見
直
さ
れ
た
り
，
本
答
申
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
得
る
。

 
 ①   教職

員
の
指
導
体
制
の
充
実

 

（
略
）

 
エ

 
栄
養
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員

 

（
現
状
）
 

近
年
，
偏
っ
た
栄
養
摂
取
な
ど
食
生
活
の
乱
れ
や
肥
満
・
痩
身
傾
向
な
ど
が
児
童
生
徒
等
に
見

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
，
児
童
生
徒
等
が
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
学
校
に
お
い
て
食
育
を
推
進
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
栄
養
教
諭
は
，
児
童
生
徒
等
の
「
栄
養
の
指
導
及
び
管
理
を
つ
か
さ
ど
る
」
教
員

（
学
校
教
育
法
第
３
７
条
第
１
３
項
等
）
と
し
て
，
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
，
食
に
関
す
る
指
導

の
全
体
計
画
の
作
成
等
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
，
食
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
，

学
校
内
に
お
け
る
教
職
員
間
の
連
携
・
調
整
や
，
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
・
調
整
で
要
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 （ 成果と

課
題
）

 

栄
養
教
諭
が
配
置
さ
れ
て
い
る
学
校
に
お
い
て
は
，
食
に
関
す
る
指
導
は
充
実
し
た
も
の
の
，

食
育
に
つ
い
て
学
校
の
教
育
活
動
全
体
で
組
織
的
に
取
り
組
む
と
い
う
点
で
は
，
改
善
の
余
地
が

あ
る
。
ま
た
，
栄
養
教
諭
の
配
置
が
進
ん
で
い
な
い
都
道
府
県
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 
（
改
善
方
策
）

 

・
国
は
，
各
学
校
で
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
，
食
育
に
組
織
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
，
先
進
的
な
取
組
事
例
の
収
集
及
び
情
報
提
供
を
行
う
。

 
・
国
，
教
育
委
員
会
は
，
食
育
を
推
進
す
る
た
め
，
学
校
に
お
い
て
栄
養
教
諭
の
専
門
性
を

最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
配
置
を
促
進
す
る
。

 
  

（
2
） 「

チ
ー

ム
と

し
て

の
学

校
の

在
り

方
と

今
後

の
改

善
方

策
に

つ
い

て
」（

H
2
7
.1

2
.2

1
）

（
3
）「
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善

及
び
必
要
な
方
策
等
に
つ
い
て
」
（

H
2
8
.
1
2
.
2
1
）
 

（
健
康
・
安
全
・
食
に
関
連
す
る
部
分
の
抜
粋
【

P
4
1
-
4
2
】
）
  

５
．
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力

 

（
健
康
・
安
全
・
食
に
関
す
る
資
質
・
能
力
）

 
○

 子供たち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
は
、
時
代
を
超
え
て
全
て
の
人
々
の
願
い
で
あ
る
。
子
供
た

ち
は
、
学
習
の
場
で
あ
り
生
活
の
場
で
あ
る
学
校
に
お
い
て
、
他
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
つ
つ
、
多
様
な
経
験

を
積
み
重
ね
、
視
野
を
広
げ
、
人
生
や
社
会
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
、
心
身
と
も
に
成
長
し
て
い

く
。
こ
う
し
た
場
で
あ
る
学
校
に
お
い
て
、
健
康
で
安
全
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も

に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
安
全
な
生
活
や
健
全
な
食
生
活
を
送
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
み
、

安
全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 
 ○

 １．でも
述
べ
た
よ
う
に
、
と
り
わ
け
近
年
で
は
、
情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
様
々
な
健
康
情
報
や
性
・

薬
物
等
に
関
す
る
情
報
の
入
手
が
容
易
に
な
る
な
ど
、
子
供
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
子
供
た
ち
が
、
健
康
情
報
や
性
に
関
す
る
情
報
等
を
正
し
く
選
択
し
て
適
切
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
薬
物
乱
用
防
止
等
を
徹
底
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 
 ○

 また、食
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
変
化
し
、
栄
養
摂
取
の
偏
り
や
朝
食
欠
食
と
い
っ
た
食
習
慣
の
乱
れ

等
に
起
因
す
る
肥
満
や
生
活
習
慣
病
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
等
の
健
康
課
題
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
食
品
の
安
全
性

の
確
保
や
食
糧
自
給
率
向
上
、
食
品
ロ
ス
削
減
等
の
食
に
関
わ
る
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

 
 ○

 さらに、
東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
自
然
災
害
の
発
生
や
、
情
報
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
の

社
会
の
変
化
に
伴
い
子
供
を
取
り
巻
く
安
全
に
関
す
る
環
境
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
供
た
ち
が

起
こ
り
う
る
危
険
を
理
解
し
、
い
か
な
る
状
況
下
で
も
自
ら
の
生
命
を
守
り
抜
く
自
助
と
と
も
に
、
自
分
自
身

が
社
会
の
中
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
共
助
・
公
助
の
視
点
か
ら
の
教
育
の
充
実
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
 

 ○
 こうした

課
題
を
乗
り
越
え
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
安
全
な
生
活
や
健
全
な
食
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
自
ら
収
集
し
、
適
切
な
意
思
決
定
や
行
動
選
択
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
力
を
子
供

た
ち
一
人
一
人
に
育
む
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 ○

 こうした
健
康
・
安
全
・
食
に
関
す
る
資
質
・
能
力
の
具
体
的
な
内
容
は
、
別
紙
４
の
と
お
り
整
理
で
き
る
。

こ
れ
ら
を
教
科
等
横
断
的
な
視
点
で
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
科
等
間
相
互
の
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
学
校
保
健
計
画
や
学
校
安
全
計
画
、
食
に
関
す
る
指
導
の
全
体
計
画
に
つ
い
て
も
、
資
質
・

能
力
に
関
す
る
整
理
を
踏
ま
え
て
作
成
・
評
価
・
改
善
し
、
地
域
や
家
庭
と
も
連
携
・
協
働
し
た
実
施
体
制
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 
 ○

 また、第
８
章
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
子
供
た
ち
の
発
達
を
支
え
る
た
め
に
は
、
主
に
集
団
の
場
面
で
、

あ
ら
か
じ
め
適
切
な
時
期
・
場
面
に
必
要
な
指
導
・
援
助
を
行
う
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
加
え
て
、
主
に
個
別
指
導
に

よ
り
、
個
々
の
子
供
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
指
導
・
援
助
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
充

実
さ
せ
て
い
く
と
い
う
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て
、
一
人
一
人
の
発
達
の
特
性
等
に
応

じ
た
個
別
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
重
要
に
な
る
。

 
 

（
3
） 「

幼
稚

園
、
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

学
習

指
導

要
領

等

　
  
 の

改
善

及
び

必
要

な
方

策
等

に
つ

い
て

」（
H

2
8
.1

2
.2

1
）

（
健
康
・
安
全
・
食
に
関
連
す
る
部
分
の
抜
粋
【
P
4
1
-P
4
2
】
）
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健
康
・
安
全
・
食
に
関
わ
る
資
質
・
能
力

  
○
  健康・安全・食に関する資質・能力を、「知識・技能」、「思考力・判

断
力
・
表

現
力
等
」
、「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
の
三
つ
の
柱
に
沿
っ
て
整
理
す
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

  （
知
識
・
技
能
）
 

様
々
な
健
康
課
題
、
自
然
災
害
や
事
件
・
事
故
等
の
危
険
性
、
健
康
・
安
全
で
安
心
な
社
会

づ
く
り
の
意
義
を
理
解
し
、
健
康
で
安
全
な
生
活
や
健
全
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
。

  （
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
）

 
自
ら
の
健
康
や
食
、
安
全
の
状
況
を
適
切
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
情
報
を
収
集
し
、

健
康
で
安
全
な
生
活
や
健
全
な
食
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
何
が
必
要
か
を
考
え
、
適
切
に
意

思
決
定
し
、
行
動
す
る
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
。

  （
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
）

 
健
康
や
食
、
安
全
に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
関
心
を
持
ち
、
主
体
的
に
、
自
他
の
健
康
で
安

全
な
生
活
や
健
全
な
食
生
活
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
り
、
健
康
・
安
全
で
安
心
な
社
会
づ
く
り

に
貢
献
し
よ
う
と
し
た
り
す
る
態
度
を
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
。

 
   

別
紙
４

 
◯
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
一
号

 
 学校給食

法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
給
食

実
施
基
準
（
昭
和
二
十
九
年
文
部
省
告
示
第
九
十
号
）
の
全
部
を
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

 
 平成二十

一
年
三
月
三
十
一
日

 
文
部
科
学
大
臣
塩
谷
立

 
学
校
給
食
実
施
基
準

 
（
学
校
給
食
の
実
施
の
対
象
）

 
第
一
条
 学校給食（学校給食法第三条第一項に規定する「学校給食」をいう。

以
下
同

じ
。
）
は
、
こ
れ
を
実
施
す
る
学
校
に
お
い
て
は
、
当
該
学
校
に
在
学
す
る
す
べ
て
の
児
童
又
は

生
徒
に
対
し
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

 
 （学校給

食
の
実
施
回
数
等
）

 
第
二
条
 学校給食は、年間を通じ、原則として毎週五回、授業日の昼食時に実

施
さ
れ

る
も
の
と
す
る
。

 
 （児童生

徒
の
個
別
の
健
康
状
態
へ
の
配
慮
）

 
第
三
条
 学校給食の実施に当たっては、児童又は生徒の個々の健康及び生活活

動
等
の

実
態
並
び
に
地
域
の
実
情
等
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

 
 （学校給

食
に
供
す
る
食
物
の
栄
養
内
容
）

 
第
四
条
 学校給食に供する食物の栄養内容の基準は、別表に掲げる児童又は生

徒
一
人

一
回
当
た
り
の
学
校
給
食
摂
取
基
準
と
す
る
。

 

5
　
学
校
給
食
実
施
基
準
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学
校
給
食
摂
取
基
準
   ◯文部科

学
省
告
示
第
十
号

 
 学校給

食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
給

食
実
施
基
準
（
平
成
二
十
一
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
 平成二十

五
年
一
月
三
十
日

 
文
部
科
学
大
臣
 下村 博文 

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 
 

 
   

６
 学校給食衛生管理基準  ◯文部科

学
省
告
示
第
六
十
四
号

 

 学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 

 平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

 

文
部
科
学
大
臣
 
塩
谷
 
立

 

 学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
 

第
１
 総則 

１
 
学
校
給
食
を
実
施
す
る
都
道
府
県
教
育
委
員
会
及
び
市
区
町
村
教
育
委
員
会
（
以
下
「
教
育
委

員
会
」
と
い
う
。
）
、
附
属
学
校
を
設
置
す
る
国
立
大
学
法
人
及
び
私
立
学
校
の
設
置
者
（
以
下
「
教

育
委
員
会
等
」
と
い
う
。
）
は
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
保
健
所
の
協
力
、
助

言
及
び
援
助
（
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
に
定
め
る
食
品
衛
生
監

視
員
に
よ
る
監
視
指
導
を
含
む
。
）
を
受
け
つ
つ
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員
会
（
国
連

食
糧
農
業
機
関
／
世
界
保
健
機
関
合
同
食
品
規
格
委
員
会
）
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
危
害

分
析
・
重
要
管
理
点
方
式
と
そ
の
適
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
規
定
さ
れ
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（
H
a
z
a
r
d
 A
n
a
l
y
s
i
s
 a
n
d
 C
r
i
t
i
c
a
l
 C
o
n
t
r
o
l
 P
o
i
n
t
：
危
害
分
析
・
重
要
管
理
点
）
を
い
う
。
）

の
考
え
方
に
基
づ
き
単
独
調
理
場
、
共
同
調
理
場
（
調
理
等
の
委
託
を
行
う
場
合
を
含
む
。
以
下

「
学
校
給
食
調
理
場
」
と
い
う
。
）
並
び
に
共
同
調
理
場
の
受
配
校
の
施
設
及
び
設
備
、
食
品
の
取

扱
い
、
調
理
作
業
、
衛
生
管
理
体
制
等
に
つ
い
て
実
態
把
握
に
努
め
、
衛
生
管
理
上
の
問
題
が
あ

る
場
合
に
は
、
学
校
医
又
は
学
校
薬
剤
師
の
協
力
を
得
て
速
や
か
に
改
善
措
置
を
図
る
こ
と
。

 

 第２ 学校給食施設及び設備の整備及び管理に係る衛生管理基準 １ 学校給食施設及び設備の整備及び管理に係る衛生管理基準は、次の
各
号
に
掲
げ
る

項
目
ご
と
に
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 

（
１
）
学
校
給
食
施
設
 

①
共
通
事
項
 

一
 
学
校
給
食
施
設
は
、
衛
生
的
な
場
所
に
設
置
し
、
食
数
に
適
し
た
広
さ
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、

随
時
施
設
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
実
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
設
の
新
増
築
、
改
築
、

修
理
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 

二
 
学
校
給
食
施
設
は
、
別
添
の
「
学
校
給
食
施
設
の
区
分
」
に
従
い
区
分
す
る
こ
と
と
し
、
調

理
場
（
学
校
給
食
調
理
員
が
調
理
又
は
休
憩
等
を
行
う
場
所
で
あ
っ
て
、
別
添
中
区
分
の
欄
に
示

す
「
調
理
場
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
二
次
汚
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
汚
染
作
業
区
域
、
非

汚
染
作
業
区
域
及
び
そ
の
他
の
区
域
（
そ
れ
ぞ
れ
別
添
中
区
分
の
欄
に
示
す
「
汚
染
作
業
区
域
」
、

「
非
汚
染
作
業
区
域
」
及
び
「
そ
の
他
の
区
域
（
事
務
室
等
を
除
く
。
）
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

に
部
屋
単
位
で
区
分
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
洗
浄
室
は
、
使
用
状
況
に
応
じ
て
汚
染
作
業
区
域
又

は
非
汚
染
作
業
区
域
に
区
分
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
途
区
分
す
る
こ
と
。
ま
た
、

検
収
、
保
管
、
下
処
理
、
調
理
及
び
配
膳
の
各
作
業
区
域
並
び
に
更
衣
休
憩
に
あ
て
る
区
域
及
び

前
室
に
区
分
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

 

三
 
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
な
い
調
理
場
に
お
い
て
も
ド
ラ
イ
運
用
を
図
る
こ
と
。

 

四
 
作
業
区
域
（
別
添
中
区
分
の
欄
に
示
す
「
作
業
区
域
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
外
部
に
開

6
　
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
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放
さ
れ
る
箇
所
に
は
エ
ア
カ
ー
テ
ン
を
備
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

 
五
 学校給食施設は、設計段階において保健所及び学校薬剤師等の 
助
言
を
受
け
る
と
と
も
に
、
栄
養
教
諭
又
は
学
校
栄
養
職
員
（
以
下
「
栄
養
教
諭
等
」
と
い
う
。
）

そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
整
備
す
る
こ
と
。

 
②
作
業
区
域
内
の
施
設
 

一
 食品を取り扱う場所（作業区域のうち洗浄室を除く部分をいう。以下

同
じ
。
）
は
、

内
部
の
温
度
及
び
湿
度
管
理
が
適
切
に
行
え
る
空
調
等
を
備
え
た
構
造
と
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。
 

二
 食品の保管室は、専用であること。また、衛生面に配慮した構造と

し
、
食
品
の

搬
入
及
び
搬
出
に
当
た
っ
て
、
調
理
室
を
経
由
し
な
い
構
造
及
び
配
置
と
す
る
こ
と
。

 
三
 外部からの汚染を受けないような構造の検収室を設けること。 
四
 排水溝は、詰まり又は逆流がおきにくく、かつ排水が飛散しない構

造
及
び
配
置

と
す
る
こ
と
。
 

五
 釜周りの排水が床面に流れない構造とすること。 
六
 配膳室は、外部からの異物の混入を防ぐため、廊下等と明確に区分

す
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
出
入
口
に
は
、
原
則
と
し
て
施
錠
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

 
③
そ
の
他
の
区
域
の
施
設
 

一
 廃棄物（調理場内で生じた廃棄物及び返却された残菜をいう。以下同

じ
。
）
の
保

管
場
所
は
、
調
理
場
外
の
適
切
な
場
所
に
設
け
る
こ
と
。

 
二
 学校給食従事者専用の便所は、食品を取り扱う場所及び洗浄室から

直
接
出
入
り

で
き
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
食
品
を
取
り
扱
う
場
所
及
び
洗
浄
室
か
ら
３
ｍ
以
上
離
れ

た
場
所
に
設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
便
所
の
個
室
の
前
に
調
理
衣
を
着
脱
で
き
る
場

所
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

 
（
２
）
学
校
給
食
設
備
 

①
共
通
事
項
 

一
 機械及び機器については、可動式にするなど、調理過程に合った作

業
動
線
と
な

る
よ
う
配
慮
し
た
配
置
で
あ
る
こ
と
。

 
二
 全ての移動性の器具及び容器は、衛生的に保管するため、外部から

汚
染
さ
れ
な

い
構
造
の
保
管
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

 
三
 給水給湯設備は、必要な数を使用に便利な位置に設置し、給水栓は

、
直
接
手
指

を
触
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
肘
等
で
操
作
で
き
る
レ
バ
ー
式
等
で
あ
る
こ
と
。
 

四
 共同調理場においては、調理した食品を調理後２時間以内に給食で

き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
配
送
車
を
必
要
台
数
確
保
す
る
こ
と
。

 
②
調
理
用
の
機
械
、
機
器
、
器
具
及
び
容
器

 
一
 食肉類、魚介類、卵、野菜類、果実類等食品の種類ごとに、それぞ

れ
専
用
に
調

理
用
の
器
具
及
び
容
器
を
備
え
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
理
用
の
器
具
及
び
容
器
は
、
下

処
理
用
、
調
理
用
、
加
熱
調
理
済
食
品
用
等
調
理
の
過
程
ご
と
に
区
別
す
る
こ
と
。

 
二
 調理用の機械、機器、器具及び容器は、洗浄及び消毒ができる材質

、
構
造
で
あ

り
、
衛
生
的
に
保
管
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
食
数
に
適
し
た
大
き
さ
と
数
量
を
備
え

る
こ
と
。
 

三
 献立及び調理内容に応じて、調理作業の合理化により衛生管理を充実

す
る
た
め
、

焼
き
物
機
、
揚
げ
物
機
、
真
空
冷
却
機
、
中
心
温
度
管
理
機
能
付
き
調
理
機
等
の
調
理
用
の
機
械

及
び
機
器
を
備
え
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

 
③
シ
ン
ク
 

一
 シンクは、食数に応じてゆとりのある大きさ、深さであること。ま

た
、
下
処
理

室
に
お
け
る
加
熱
調
理
用
食
品
、
非
加
熱
調
理
用
食
品
及
び
器
具
の
洗
浄
に
用
い
る
シ
ン
ク
は

別
々
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
三
槽
式
構
造
と
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
調
理
室
に
お
い
て
は
、
食

品
用
及
び
器
具
等
の
洗
浄
用
の
シ
ン
ク
を
共
用
し
な
い
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
他
の
用
途
用
の

シ
ン
ク
に
つ
い
て
も
相
互
汚
染
し
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

 
④
冷
蔵
及
び
冷
凍
設
備
 

一
 冷蔵及び冷凍設備は、食数に応じた広さがあるものを原材料用及び

調
理
用
等
に

整
備
し
、
共
用
を
避
け
る
こ
と
。

 
⑤
温
度
計
及
び
湿
度
計
 

一
 調理場内の適切な温度及び湿度の管理のために、適切な場所に正確

な
温
度
計
及

び
湿
度
計
を
備
え
る
こ
と
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
の
内
部
及
び
食
器
消
毒
庫
そ
の
他
の
た
め

に
、
適
切
な
場
所
に
正
確
な
温
度
計
を
備
え
る
こ
と
。

 
⑥
廃
棄
物
容
器
等
 

一
 ふた付きの廃棄物専用の容器を廃棄物の保管場所に備えること。 
二
 調理場には、ふた付きの残菜入れを備えること。 
⑦
学
校
給
食
従
事
者
専
用
手
洗
い
設
備
等

 
一
 学校給食従事者の専用手洗い設備は、前室、便所の個室に設置する

と
と
も
に
、

作
業
区
分
ご
と
に
使
用
し
や
す
い
位
置
に
設
置
す
る
こ
と
。

 
二
 肘まで洗える大きさの洗面台を設置するとともに、給水栓は、直接

手
指
を
触
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
肘
等
で
操
作
で
き
る
レ
バ
ー
式
、
足
踏
み
式
又
は
自
動
式
等
の
温
水
に
対

応
し
た
方
式
で
あ
る
こ
と
。

 
三
 学校食堂等に、児童生徒等の手洗い設備を設けること。 
（
３
）
学
校
給
食
施
設
及
び
設
備
の
衛
生
管
理

 
一
 学校給食施設及び設備は、清潔で衛生的であること。 
二
 冷蔵庫、冷凍庫及び食品の保管室は、整理整頓すること。また、調

理
室
に
は
、

調
理
作
業
に
不
必
要
な
物
品
等
を
置
か
な
い
こ
と
。

 
三
 調理場は、換気を行い、温度は２５℃以下、湿度は８０％以下に保

つ
よ
う
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
調
理
室
及
び
食
品
の
保
管
室
の
温
度
及
び
湿
度
並
び
に
冷
蔵
庫
及
び
冷
凍
庫
内

部
の
温
度
を
適
切
に
保
ち
、
こ
れ
ら
の
温
度
及
び
湿
度
は
毎
日
記
録
す
る
こ
と
。

 
四
 調理場内の温度計及び湿度計は、定期的に検査を行うこと。 
五
 調理場の給水、排水、採光、換気等の状態を適正に保つこと。また

、
夏
期
の
直

射
日
光
を
避
け
る
設
備
を
整
備
す
る
こ
と
。

 
六
 学校給食施設及び設備は、ねずみ及びはえ、ごきぶり等衛生害虫の

侵
入
及
び
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
侵
入
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
ね
ず
み
及
び
衛
生
害
虫
の
発
生

状
況
を
１
ヶ
月
に
１
回
以
上
点
検
し
、
発
生
を
確
認
し
た
と
き
に
は
、
そ
の
都
度
駆
除
を
す
る
こ

と
と
し
、
必
要
な
場
合
に
は
、
補
修
、
整
理
整
頓
、
清
掃
、
清
拭
、
消
毒
等
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
記
録
す
る
こ
と
。
な
お
、
殺
そ
剤
又
は
殺
虫
剤
を
使
用
す
る
場
合
は
、
食
品
を
汚
染
し
な
い
よ

う
そ
の
取
扱
い
に
十
分
注
意
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
学
校
給
食
従
事
者
専
用
の
便
所
に
つ
い
て
は
、

特
に
衛
生
害
虫
に
注
意
す
る
こ
と
。

 
七
 学校給食従事者専用の便所には、専用の履物を備えること。また、

定
期
的
に
清

掃
及
び
消
毒
を
行
う
こ
と
。

 
八
 学校給食従事者専用の手洗い設備は、衛生的に管理するとともに、

石
け
ん
液
、

消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
及
び
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
衛
生
器
具
を
常
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
布
タ
オ
ル

の
使
用
は
避
け
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
前
室
の
手
洗
い
設
備
に
は
個
人
用
爪
ブ
ラ
シ
を
常
備
す
る
こ
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と
。
 

九
 食器具、容器及び調理用の器具は、使用後、でん粉及び脂肪等が残

留
し
な
い
よ

う
、
確
実
に
洗
浄
す
る
と
と
も
に
、
損
傷
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
、
熱
風
保
管
庫
等
に
よ
り
適
切

に
保
管
す
る
こ
と
。
ま
た
、
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
、
野
菜
切
り
機
等
調
理
用
の
機
械
及
び
機
器
は
、

使
用
後
に
分
解
し
て
洗
浄
及
び
消
毒
し
た
後
、
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
下
処
理
室
及
び
調

理
室
内
に
お
け
る
機
械
、
容
器
等
の
使
用
後
の
洗
浄
及
び
消
毒
は
、
全
て
の
食
品
が
下
処
理
室
及

び
調
理
室
か
ら
搬
出
さ
れ
た
後
に
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

 
十
 天井の水滴を防ぐとともに、かびの発生の防止に努めること。 
十
一
 床は破損箇所がないよう管理すること。 

十
二
 清掃用具は、整理整頓し、所定の場所に保管すること。また、汚染

作
業
区
域

と
非
汚
染
作
業
区
域
の
共
用
を
避
け
る
こ
と
。

 
２
 学校薬剤師等の協力を得て（１）の各号に掲げる事項について、毎学

年
１
回
定
期

に
、（
２
）
及
び
（
３
）
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
毎
学
年
３
回
定
期
に
、
検
査
を
行

い
、
そ
の
実
施
記
録
を
保
管
す
る
こ
と
。

  第３ 調理の過程等における衛生管理に係る衛生管理基準 １ 調理の過程等における衛生管理に係る衛生管理基準は、次の各号に
掲
げ
る
項
目
ご

と
に
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

 
（
１
）
献
立
作
成
 

一
献
立
作
成
は
、
学
校
給
食
施
設
及
び
設
備
並
び
に
人
員
等
の
能
力
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
と
と

も
に
、
衛
生
的
な
作
業
工
程
及
び
作
業
動
線
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

 
二
 高温多湿の時期は、なまもの、和えもの等については、細菌の増殖

等
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 
三
 保健所等から情報を収集し、地域における感染症、食中毒の発生状

況
に
配
慮
す

る
こ
と
。
 

四
 献立作成委員会を設ける等により、栄養教諭等、保護者その他の関

係
者
の
意
見

を
尊
重
す
る
こ
と
。
 

五
 統一献立（複数の学校で共通して使用する献立をいう。）を作成する

に
当
た
っ
て

は
、
食
品
の
品
質
管
理
又
は
確
実
な
検
収
を
行
う
上
で
支
障
を
来
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
一
定
の

地
域
別
又
は
学
校
種
別
等
の
単
位
に
分
け
る
こ
と
等
に
よ
り
適
正
な
規
模
で
の
作
成
に
努
め
る
こ

と
。
 

（
２
）
学
校
給
食
用
食
品
の
購
入

 
①
共
通
事
項
 

一
 学校給食用食品（以下「食品」という。）の購入に当たっては、食品

選
定
の
た
め

の
委
員
会
等
を
設
け
る
等
に
よ
り
、
栄
養
教
諭
等
、
保
護
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
尊
重
す

る
こ
と
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
衛
生
管
理
に
関
す
る
専
門
家
の
助
言
及
び
協
力
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
。

 
二
 食品の製造を委託する場合には、衛生上信用のおける製造業者を選定

す
る
こ
と
。

ま
た
、
製
造
業
者
の
有
す
る
設
備
、
人
員
等
か
ら
見
た
能
力
に
応
じ
た
委
託
と
す
る
こ
と
と
し
、

委
託
者
に
お
い
て
、
随
時
点
検
を
行
い
、
記
録
を
残
し
、
事
故
発
生
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

 
②
食
品
納
入
業
者
 

一
 保健所等の協力を得て、施設の衛生面及び食品の取扱いが良好で衛

生
上
信
用
の

お
け
る
食
品
納
入
業
者
を
選
定
す
る
こ
と
。

 
二
 食品納入業者又は納入業者の団体等との間に連絡会を設け、学校給

食
の
意
義
、

役
割
及
び
衛
生
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
定
期
的
な
意
見
交
換
を
行
う
等
に
よ
り
、
食
品
納
入
業

者
の
衛
生
管
理
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
。

 
三
 売買契約に当たって、衛生管理に関する事項を取り決める等により

、
業
者
の
検

便
、
衛
生
環
境
の
整
備
等
に
つ
い
て
、
食
品
納
入
業
者
に
自
主
的
な
取
組
を
促
す
こ
と
。

 
四
 必要に応じて、食品納入業者の衛生管理の状況を確認すること。 
五
 原材料及び加工食品について、製造業者若しくは食品納入業者等が

定
期
的
に
実

施
す
る
微
生
物
及
び
理
化
学
検
査
の
結
果
、
又
は
生
産
履
歴
等
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
検

査
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
等
へ
の
相
談
等
に
よ
り
、
原
材
料
と
し
て
不
適
と
判
断
し
た

場
合
に
は
、
食
品
納
入
業
者
の
変
更
等
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
検
査
結
果
を
保

管
す
る
こ
と
。
 

③
食
品
の
選
定
 

一
 食品は、過度に加工したものは避け、鮮度の良い衛生的なものを選

定
す
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
。
ま
た
、
有
害
な
も
の
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
も
の
は
避
け
る
こ
と
。

 
二
 有害若しくは不必要な着色料、保存料、漂白剤、発色剤その他の食

品
添
加
物
が

添
加
さ
れ
た
食
品
、
又
は
内
容
表
示
、
消
費
期
限
及
び
賞
味
期
限
並
び
に
製
造
業
者
、
販
売
業
者

等
の
名
称
及
び
所
在
地
、
使
用
原
材
料
及
び
保
存
方
法
が
明
ら
か
で
な
い
食
品
に
つ
い
て
は
使
用

し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
可
能
な
限
り
、
使
用
原
材
料
の
原
産
国
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
食
品
を

選
定
す
る
こ
と
。
 

三
 保健所等から情報提供を受け、地域における感染症、食中毒の発生

状
況
に
応
じ

て
、
食
品
の
購
入
を
考
慮
す
る
こ
と
。

 
（
３
）
食
品
の
検
収
・
保
管
等

 
一
 検収は、あらかじめ定めた検収責任者が、食品の納入に立会し、品

名
、
数
量
、

納
品
時
間
、
納
入
業
者
名
、
製
造
業
者
名
及
び
所
在
地
、
生
産
地
、
品
質
、
鮮
度
、
箱
、
袋
の
汚

れ
、
破
れ
そ
の
他
の
包
装
容
器
等
の
状
況
、
異
物
混
入
及
び
異
臭
の
有
無
、
消
費
期
限
又
は
賞
味

期
限
、
製
造
年
月
日
、
品
温
（
納
入
業
者
が
運
搬
の
際
、
適
切
な
温
度
管
理
を
行
っ
て
い
た
か
ど

う
か
を
含
む
。
）
、
年
月
日
表
示
、
ロ
ッ
ト
（
一
の
製
造
期
間
内
に
一
連
の
製
造
工
程
に
よ
り
均
質

性
を
有
す
る
よ
う
に
製
造
さ
れ
た
製
品
の
一
群
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
番
号
そ
の
他
の
ロ
ッ
ト
に

関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
毎
日
、
点
検
を
行
い
、
記
録
す
る
こ
と
。
ま
た
、
納
入
業
者
か
ら
直
接

納
入
す
る
食
品
の
検
収
は
、
共
同
調
理
場
及
び
受
配
校
に
お
い
て
適
切
に
分
担
し
実
施
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

 
二
 検収のために必要な場合には、検収責任者の勤務時間を納入時間に

合
わ
せ
て
割

り
振
る
こ
と
。
 

三
 食肉類、魚介類等生鮮食品は、原則として、当日搬入するとともに

、
一
回
で
使

い
切
る
量
を
購
入
す
る
こ
と
。
ま
た
、
当
日
搬
入
で
き
な
い
場
合
に
は
、
冷
蔵
庫
等
で
適
切
に
温

度
管
理
す
る
な
ど
衛
生
管
理
に
留
意
す
る
こ
と
。

 
四
 納入業者から食品を納入させるに当たっては、検収室において食品

の
受
け
渡
し

を
行
い
、
下
処
理
室
及
び
調
理
室
に
立
ち
入
ら
せ
な
い
こ
と
。

 
五
 食品は、検収室において、専用の容器に移し替え、下処理室及び食

品
の
保
管
室

に
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
。
ま
た
、
検
収
室
内
に
食
品
が
直
接
床
面
に
接
触
し
な

い
よ
う
床
面
か
ら
６
０
ｃ
ｍ
以
上
の
高
さ
の
置
台
を
設
け
る
こ
と
。

 
六
 食品を保管する必要がある場合には、食肉類、魚介類、野菜類等食

品
の
分
類
ご

と
に
区
分
し
て
専
用
の
容
器
で
保
管
す
る
等
に
よ
り
、
原
材
料
の
相
互
汚
染
を
防
ぎ
、
衛
生
的
な

管
理
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
別
紙
「
学
校
給
食
用
食
品
の
原
材
料
、
製
品
等
の
保
存
基
準
」
に
従

い
、
棚
又
は
冷
蔵
冷
凍
設
備
に
保
管
す
る
こ
と
。
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七
 牛乳については、専用の保冷庫等により適切な温度管理を行い、新

鮮
か
つ
良
好

な
も
の
が
飲
用
に
供
さ
れ
る
よ
う
品
質
の
保
持
に
努
め
る
こ
と
。

 
八
 泥つきの根菜類等の処理は、検収室で行い、下処理室を清潔に保つこ

と
。

 
（
４
）
調
理
過
程
 

①
共
通
事
項
 

一
 給食の食品は、原則として、前日調理を行わず、全てその日に学校

給
食
調
理
場

で
調
理
し
、
生
で
食
用
す
る
野
菜
類
、
果
実
類
等
を
除
き
、
加
熱
処
理
し
た
も
の
を
給
食
す
る
こ

と
。
ま
た
、
加
熱
処
理
す
る
食
品
に
つ
い
て
は
、
中
心
部
温
度
計
を
用
い
る
な
ど
に
よ
り
、
中
心

部
が
７
５
℃
で
１
分
間
以
上
（
二
枚
貝
等
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
汚
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
食
品
の
場
合
は

８
５
℃
で
１
分
間
以
上
）
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
温
度
ま
で
加
熱
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
温
度
と
時
間
を
記
録
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
中
心
温
度
計
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
検
査
を

行
い
、
正
確
な
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

 
二
 野菜類の使用については、二次汚染防止の観点から、原則として加

熱
調
理
す
る

こ
と
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
等
に
お
い
て
、
生
野
菜
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
食
中
毒
の
発
生
状

況
、
施
設
及
び
設
備
の
状
況
、
調
理
過
程
に
お
け
る
二
次
汚
染
防
止
の
た
め
の
措
置
、
学
校
給
食

調
理
員
の
研
修
の
実
施
、
管
理
運
営
体
制
の
整
備
等
の
衛
生
管
理
体
制
の
実
態
、
並
び
に
生
野
菜

の
食
生
活
に
果
た
す
役
割
等
を
踏
ま
え
、
安
全
性
を
確
認
し
つ
つ
、
加
熱
調
理
の
有
無
を
判
断
す

る
こ
と
。
さ
ら
に
、
生
野
菜
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
流
水
で
十
分
洗
浄
し
、
必
要
に
応
じ
て
、

消
毒
す
る
と
と
も
に
、
消
毒
剤
が
完
全
に
洗
い
落
と
さ
れ
る
ま
で
流
水
で
水
洗
い
す
る
こ
と
。

 
三
 和えもの、サラダ等の料理の混ぜ合わせ、料理の配食及び盛りつけに

際
し
て
は
、

清
潔
な
場
所
で
、
清
潔
な
器
具
を
使
用
し
、
料
理
に
直
接
手
を
触
れ
な
い
よ
う
調
理
す
る
こ
と
。

 
四
 和えもの、サラダ等については、各食品を調理後速やかに冷却機等

で
冷
却
を
行

っ
た
上
で
、
冷
却
後
の
二
次
汚
染
に
注
意
し
、
冷
蔵
庫
等
で
保
管
す
る
な
ど
適
切
な
温
度
管
理
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
や
む
を
得
ず
水
で
冷
却
す
る
場
合
は
、
直
前
に
使
用
水
の
遊
離
残
留
塩
素
が

０
．
１
ｍ
ｇ
／
Ｌ
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
確
認
し
た
数
値
及
び
時
間
を
記
録
す
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
和
え
る
時
間
を
配
食
の
直
前
に
す
る
な
ど
給
食
ま
で
の
時
間
の
短
縮
を
図
り
、
調
理
終

了
時
に
温
度
及
び
時
間
を
記
録
す
る
こ
と
。

 
五
 マヨネーズは、つくらないこと。 
六
 缶詰は、缶の状態、内壁塗装の状態等を注意すること。 
②
使
用
水
の
安
全
確
保
 

一
 使用水は、学校環境衛生基準（平成二十一年文部科学省告示第六十

号
）
に
定
め

る
基
準
を
満
た
す
飲
料
水
を
使
用
す
る
こ
と
。
ま
た
、
毎
日
、
調
理
開
始
前
に
十
分
流
水
し
た
後

及
び
調
理
終
了
後
に
遊
離
残
留
塩
素
が
０
．
１
ｍ
ｇ
／
Ｌ
以
上
で
あ
る
こ
と
並
び
に
外
観
、
臭
気
、

味
等
に
つ
い
て
水
質
検
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

 
二
 使用水について使用に不適な場合は、給食を中止し速やかに改善措

置
を
講
じ
る

こ
と
。
ま
た
、
再
検
査
の
結
果
使
用
し
た
場
合
は
、
使
用
し
た
水
１
Ｌ
を
保
存
食
用
の
冷
凍
庫
に

－
２
０
℃
以
下
で
２
週
間
以
上
保
存
す
る
こ
と
。

 
三
 貯水槽を設けている場合は、専門の業者に委託する等により、年１

回
以
上
清
掃

す
る
こ
と
。
ま
た
、
清
掃
し
た
証
明
書
等
の
記
録
は
１
年
間
保
管
す
る
こ
と
。

 
③
二
次
汚
染
の
防
止
 

一
 献立ごとに調理作業の手順、時間及び担当者を示した調理作業工程

表
並
び
に
食

品
の
動
線
を
示
し
た
作
業
動
線
図
を
作
成
す
る
こ
と
。
ま
た
、
調
理
作
業
工
程
表
及
び
作
業
動
線

図
を
作
業
前
に
確
認
し
、
作
業
に
当
た
る
こ
と
。

 
二
 調理場における食品及び調理用の器具及び容器は、床面から６０ｃ

ｍ
以
上
の
高

さ
の
置
台
の
上
に
置
く
こ
と
。

 
三
 食肉、魚介類及び卵は、専用の容器、調理用の機器及び器具を使用

し
、
他
の
食

品
へ
の
二
次
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と
。

 
四
 調理作業中の食品並びに調理用の機械、機器、器具及び容器の汚染

の
防
止
の
徹

底
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
包
丁
及
び
ま
な
板
類
に
つ
い
て
は
食
品
別
及
び
処
理
別
の
使
い
分
け
の

徹
底
を
図
る
こ
と
。
 

五
 下処理後の加熱を行わない食品及び加熱調理後冷却する必要のある

食
品
の
保
管

に
は
、
原
材
料
用
冷
蔵
庫
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

 
六
 加熱調理した食品を一時保存する場合又は調理終了後の食品につい

て
は
、
衛
生

的
な
容
器
に
ふ
た
を
し
て
保
存
す
る
な
ど
、
衛
生
的
な
取
扱
い
を
行
い
、
他
か
ら
の
二
次
汚
染
を

防
止
す
る
こ
と
。
 

七
 調理終了後の食品は、素手でさわらないこと。 
八
 調理作業時には、ふきんは使用しないこと。 
九
 エプロン、履物等は、色分けする等により明確に作業区分ごとに使

い
分
け
る
こ

と
。
ま
た
、
保
管
の
際
は
、
作
業
区
分
ご
と
に
洗
浄
及
び
消
毒
し
、
翌
日
ま
で
に
乾
燥
さ
せ
、
区

分
し
て
保
管
す
る
な
ど
、
衛
生
管
理
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 
④
食
品
の
適
切
な
温
度
管
理
等

 
一
 調理作業時においては、調理室内の温度及び湿度を確認し、その記

録
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
換
気
を
行
う
こ
と
。

 
二
 原材料の適切な温度管理を行い、鮮度を保つこと。また、冷蔵保管

及
び
冷
凍
保

管
す
る
必
要
の
あ
る
食
品
は
常
温
放
置
し
な
い
こ
と
。

 
三
 加熱調 理後冷却する必要のある食品については、冷却機等を用いて温

度
を
下
げ
、

調
理
用
冷
蔵
庫
で
保
管
し
、
食
中
毒
菌
等
の
発
育
至
適
温
度
帯
の
時
間
を
可
能
な
限
り
短
く
す
る

こ
と
。
ま
た
、
加
熱
終
了
時
、
冷
却
開
始
時
及
び
冷
却
終
了
時
の
温
度
及
び
時
間
を
記
録
す
る
こ

と
。
 

四
 配送及び配食に当たっては、必要に応じて保温食缶及び保冷食缶若

し
く
は
蓄
冷

材
等
を
使
用
し
、
温
度
管
理
を
行
う
こ
と
。

 
五
 調理後の食品は、適切な温度管理を行い、調理後２時間以内に給食

で
き
る
よ
う

努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
配
食
の
時
間
を
毎
日
記
録
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
共
同
調
理
場
に
お
い
て

は
、
調
理
場
搬
出
時
及
び
受
配
校
搬
入
時
の
時
間
を
毎
日
記
録
す
る
と
と
も
に
、
温
度
を
定
期
的

に
記
録
す
る
こ
と
。
 

六
 加熱調理食品にトッピングする非加熱調理食品は、衛生的に保管し

、
ト
ッ
ピ
ン

グ
す
る
時
期
は
給
食
ま
で
の
時
間
が
極
力
短
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 
⑤
廃
棄
物
処
理
 

一
 廃棄物は、分別し、衛生的に処理すること。 
二
 廃棄物は、汚臭、汚液がもれないように管理すること。また、廃棄

物
の
た
め
の

容
器
は
、
作
業
終
了
後
速
や
か
に
清
掃
し
、
衛
生
上
支
障
が
な
い
よ
う
に
保
持
す
る
こ
と
。

 
三
 返却された残菜は、非汚染作業区域に持ち込まないこと。 
四
 廃棄物は、作業区域内に放置しないこと。 
五
 廃棄物の保管場所は、廃棄物の搬出後清掃するなど、環境に悪影響

を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
管
理
す
る
こ
と
。
 

（
５
）
配
送
及
び
配
食
 

①
配
送
 

一
 共同調理場においては、容器、運搬車の設備の整備に努め、運搬途

中
の
塵
埃
等



61

に
よ
る
調
理
済
食
品
等
の
汚
染
を
防
止
す
る
こ
と
。
ま
た
、
調
理
済
食
品
等
が
給
食
さ
れ
る
ま
で

の
温
度
の
管
理
及
び
時
間
の
短
縮
に
努
め
る
こ
と
。

 
②
配
食
等
 

一
 配膳室の衛生管理に努めること。 
二
 食品を運搬する場合は、容器にふたをすること。 
三
 パンの容器、牛乳等の瓶その他の容器等の汚染に注意すること。 
四
 はし等を児童生徒の家庭から持参させる場合は、不衛生にならない

よ
う
指
導
す

る
こ
と
。
 

五
 給食当番等配食を行う児童生徒及び教職員については、毎日、下痢

、
発
熱
、
腹

痛
等
の
有
無
そ
の
他
の
健
康
状
態
及
び
衛
生
的
な
服
装
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、

配
食
前
、
用
便
後
の
手
洗
い
を
励
行
さ
せ
、
清
潔
な
手
指
で
食
器
及
び
食
品
を
扱
う
よ
う
に
す
る

こ
と
。
 

六
 教職員は、児童生徒の嘔吐物のため汚れた食器具の消毒を行うなど

衛
生
的
に
処

理
し
、
調
理
室
に
返
却
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
旨
を
明
示
し
、
そ
の
食
器
具
を
返
却
す
る
こ

と
。
ま
た
、
嘔
吐
物
は
、
調
理
室
に
は
返
却
し
な
い
こ
と
。

 
（
６
）
検
食
及
び
保
存
食
等

 
①
検
食
 

一
 検食は、学校給食調理場及び共同調理場の受配校において、あらか

じ
め
責
任
者

を
定
め
て
児
童
生
徒
の
摂
食
開
始
時
間
の
３
０
分
前
ま
で
に
行
う
こ
と
。
ま
た
、
異
常
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
給
食
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
共
同
調
理
場
の
受
配
校
に
お
い
て
は
、
速
や
か
に
共

同
調
理
場
に
連
絡
す
る
こ
と
。

 
二
 検食に当たっては、食品の中に人体に有害と思われる異物の混入が

な
い
か
、
調

理
過
程
に
お
い
て
加
熱
及
び
冷
却
処
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
食
品
の
異
味
、
異
臭
そ
の

他
の
異
常
が
な
い
か
、
一
食
分
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
食
品
の
量
が
適
当
か
、
味
付
け
、
香
り
、
色

彩
並
び
に
形
態
等
が
適
切
か
、
及
び
、
児
童
生
徒
の
嗜
好
と
の
関
連
は
ど
の
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
こ
と
。
 

三
 検食を行った時間、検食者の意見等検食の結果を記録すること。 
②
保
存
食
 

一
 保存食は、毎日、原材料、加工食品及び調理済食品を食品ごとに５

０
ｇ
程
度
ず

つ
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
清
潔
な
容
器
に
密
封
し
て
入
れ
、
専
用
冷
凍
庫
に
－
２
０
℃
以
下
で
２
週
間
以

上
保
存
す
る
こ
と
。
ま
た
、
納
入
さ
れ
た
食
品
の
製
造
年
月
日
若
し
く
は
ロ
ッ
ト
が
違
う
場
合
又

は
複
数
の
釜
で
調
理
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
保
存
す
る
こ
と
。

 
二
 原材料は、洗浄、消毒等を行わず、購入した状態で保存すること。

た
だ
し
、
卵

に
つ
い
て
は
、
全
て
割
卵
し
、
混
合
し
た
も
の
か
ら
５
０
ｇ
程
度
採
取
し
保
存
す
る
こ
と
。

 
三
 保存食については、原材料、加工食品及び調理済食品が全て保管さ

れ
て
い
る
か

並
び
に
廃
棄
し
た
日
時
を
記
録
す
る
こ
と
。

 
四
 共同調理場の受配校に直接搬入される食品についても共同調理場で

保
存
す
る
こ

と
。
ま
た
、
複
数
の
業
者
か
ら
搬
入
さ
れ
る
食
品
に
つ
い
て
は
、
各
業
者
ご
と
に
保
存
す
る
こ
と
。
 

五
 児童生徒の栄養指導及び盛りつけの目安とする展示食を保存食と兼

用
し
な
い
こ

と
。
 

③
残
食
及
び
残
品
 

一
 パン等残食の児童生徒の持ち帰りは、衛生上の見地から、禁止する

こ
と
が
望
ま

し
い
。
 

二
 パン、牛乳、おかず等の残品は、全てその日のうちに処分し、翌日

に
繰
り
越
し

て
使
用
し
な
い
こ
と
。
 

２
 学校薬剤師等の協力を得て１の各号に掲げる事項について、毎学年１

回
（
（
３
）
、

（
４
）
②
及
び
（
６
）
①
、
②
に
あ
っ
て
は
毎
学
年
３
回
）
、
定
期
に
検
査
を
行
い
、
そ
の
実
施
記

録
を
保
管
す
る
こ
と
。
  第４ 衛生管理体制に係る衛生管理基準 １ 衛生管理体制に係る衛生管理基準は、次の各号に掲げる項目ごとに

、
次
の
と
お
り

と
す
る
。
 

（
１
）
衛
生
管
理
体
制
 

一
 学校給食調理場においては、栄養教諭等を衛生管理責任者として定

め
る
こ
と
。

た
だ
し
、
栄
養
教
諭
等
が
現
に
い
な
い
場
合
は
、
調
理
師
資
格
を
有
す
る
学
校
給
食
調
理
員
等
を

衛
生
管
理
責
任
者
と
し
て
定
め
る
こ
と
。

 
二
 衛生管理責任者は、施設及び設備の衛生、食品の衛生及び学校給食

調
理
員
の
衛

生
の
日
常
管
理
等
に
当
た
る
こ
と
。
ま
た
、
調
理
過
程
に
お
け
る
下
処
理
、
調
理
、
配
送
等
の
作

業
工
程
を
分
析
し
、
各
工
程
に
お
い
て
清
潔
か
つ
迅
速
に
加
熱
及
び
冷
却
調
理
が
適
切
に
行
わ
れ

て
い
る
か
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
。

 
三
 校長又は共同調理場の長（以下「校長等」という。）は、学校給食の

衛
生
管
理
に

つ
い
て
注
意
を
払
い
、
学
校
給
食
関
係
者
に
対
し
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図
る
よ
う
注
意
を
促
し
、

学
校
給
食
の
安
全
な
実
施
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 
四
 校長等は、学校保健委員会等を活用するなどにより、栄養教諭等、

保
健
主
事
、

養
護
教
諭
等
の
教
職
員
、
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師
、
保
健
所
長
等
の
専
門
家
及
び

保
護
者
が
連
携
し
た
学
校
給
食
の
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
そ
の
適
切
な

運
用
を
図
る
こ
と
。
 

五
 校長等は、食品の検収等の日常点検の結果、異常の発生が認められ

る
場
合
、
食

品
の
返
品
、
献
立
の
一
部
又
は
全
部
の
削
除
、
調
理
済
食
品
の
回
収
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ

と
。
 

六
 校長等は、施設及び設備等の日常点検の結果、改善が必要と認めら

れ
る
場
合
、

必
要
な
応
急
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
改
善
に
時
間
を
要
す
る
場
合
、
計
画
的
な
改
善
を
行

う
こ
と
。
 

七
 校長等は、栄養教諭等の指導及び助言が円滑に実施されるよう、関

係
職
員
の
意

思
疎
通
等
に
配
慮
す
る
こ
と
。

 
八
 教育委員会等は、栄養教諭等の衛生管理に関する専門性の向上を図

る
た
め
、
新

規
採
用
時
及
び
経
験
年
数
に
応
じ
た
研
修
そ
の
他
の
研
修
の
機
会
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。
 

九
 教育委員会等は、学校給食調理員を対象とした研修の機会が確保さ

れ
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。
ま
た
、
非
常
勤
職
員
等
も
含
め
可
能
な
限
り
全
員
が
等
し
く
研
修
を
受
講
で
き
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
。
 

十
 教育委員会等は、設置する学校について、計画を立て、登録検査機

関
（
食
品
衛

生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
四
条
第
九
項
に
規
定
す
る
「
登
録
検
査
機
関
」

を
い
う
。
）
等
に
委
託
す
る
な
ど
に
よ
り
、
定
期
的
に
原
材
料
及
び
加
工
食
品
に
つ
い
て
、
微
生
物

検
査
、
理
化
学
検
査
を
行
う
こ
と
。

 
十
一
 調理に直接関係のない者を調理室に入れないこと。調理及び点検に

従
事
し
な

い
者
が
、
や
む
を
得
ず
、
調
理
室
内
に
立
ち
入
る
場
合
に
は
、
食
品
及
び
器
具
等
に
は
触
ら
せ
ず
、

（
３
）
三
に
規
定
す
る
学
校
給
食
従
事
者
の
健
康
状
態
等
を
点
検
し
、
そ
の
状
態
を
記
録
す
る
こ
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と
。
ま
た
、
専
用
の
清
潔
な
調
理
衣
、
マ
ス
ク
、
帽
子
及
び
履
物
を
着
用
さ
せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

調
理
作
業
後
の
調
理
室
等
は
施
錠
す
る
な
ど
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
。

 
（
２
）
学
校
給
食
従
事
者
の
衛
生
管
理

 
一
 学校給食従事者は、身体、衣服を清潔に保つこと。 
二
 調理及び配食に当たっては、せき、くしゃみ、髪の毛等が食器、食

品
等
に
つ
か

な
い
よ
う
専
用
で
清
潔
な
調
理
衣
、
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
帽
子
、
履
物
等
を
着
用
す
る
こ
と
。

 
三
 作業区域用の調理衣等及び履物を着用したまま便所に入らないこと。

 
四
 作業開始前、用便後、汚染作業区域から非汚染作業区域に移動する

前
、
食
品
に

直
接
触
れ
る
作
業
の
開
始
直
前
及
び
生
の
食
肉
類
、
魚
介
類
、
卵
、
調
理
前
の
野
菜
類
等
に
触
れ
、

他
の
食
品
及
び
器
具
等
に
触
れ
る
前
に
、
手
指
の
洗
浄
及
び
消
毒
を
行
う
こ
と
。

 
（
３
）
学
校
給
食
従
事
者
の
健
康
管
理

 
一
 学校給食従事者については、日常的な健康状態の点検を行うととも

に
、
年
１
回

健
康
診
断
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
当
該
健
康
診
断
を
含
め
年
３
回
定
期
に
健
康
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
 

二
 検便は、赤痢菌、サルモネラ属菌、腸管出血性大腸菌血清型Ｏ１５

７
そ
の
他
必

要
な
細
菌
等
に
つ
い
て
、
毎
月
２
回
以
上
実
施
す
る
こ
と
。

 
三
 学校給食従事者の下痢、発熱、腹痛、嘔吐、化膿性疾患及び手指等

の
外
傷
等
の

有
無
等
健
康
状
態
を
、
毎
日
、
個
人
ご
と
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
本
人
若
し
く
は
同
居
人
に
、

感
染
症
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
百
十
四
号
。

以
下
「
感
染
症
予
防
法
」
と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
感
染
症
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
か
ど
う
か
毎
日

点
検
し
、
こ
れ
ら
を
記
録
す
る
こ
と
。
ま
た
、
下
痢
、
発
熱
、
腹
痛
、
嘔
吐
を
し
て
お
り
、
感
染

症
予
防
法
に
規
定
す
る
感
染
症
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関
に
受
診
さ
せ
感
染

性
疾
患
の
有
無
を
確
認
し
、
そ
の
指
示
を
励
行
さ
せ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
化
膿
性
疾
患
が
手
指
に

あ
る
場
合
に
は
、
調
理
作
業
へ
の
従
事
を
禁
止
す
る
こ
と
。
四
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
感

染
性
疾
患
に
よ
る
症
状
と
診
断
さ
れ
た
学
校
給
食
従
事
者
は
、
高
感
度
の
検
便
検
査
に
お
い
て
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
食
品
に
直
接
触
れ
る
調
理
作

業
を
控
え
さ
せ
る
な
ど
適
切
な
処
置
を
と
る
こ
と
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
発
症
し
た
学

校
給
食
従
事
者
と
一
緒
に
食
事
を
喫
食
す
る
、
又
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
発
症
者
が
家
族
に

い
る
な
ど
、
同
一
の
感
染
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
調
理
従
事
者
に
つ
い
て
速
や
か
に
高
感

度
の
検
便
検
査
を
実
施
し
、
検
査
の
結
果
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
調
理
に
直
接
従
事
す
る
こ
と
を
控
え
さ
せ
る
等
の
手
段
を
講
じ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。
 

（
４
）
食
中
毒
の
集
団
発
生
の
際
の
措
置

 
一
 教育委員会等、学校医、保健所等に連絡するとともに、患者の措置

に
万
全
を
期

す
こ
と
。
ま
た
、
二
次
感
染
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

 
二
 学校医及び保健所等と相談の上、医療機関を受診させるとともに、給

食
の
停
止
、

当
該
児
童
生
徒
の
出
席
停
止
及
び
必
要
に
応
じ
て
臨
時
休
業
、
消
毒
そ
の
他
の
事
後
措
置
の
計
画

を
立
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
食
中
毒
の
拡
大
防
止
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

 
三
 校長の指導のもと養護教諭等が児童生徒の症状の把握に努める等関

係
職
員
の
役

割
を
明
確
に
し
、
校
内
組
織
等
に
基
づ
い
て
学
校
内
外
の
取
組
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

 
四
 保護者に対しては、できるだけ速やかに患者の集団発生の状況を周

知
さ
せ
、
協

力
を
求
め
る
こ
と
。
そ
の
際
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
人
権
の
侵
害
が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

 
五
食
中
毒
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
等
に
協
力
し
、
速
や
か
に
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に

努
め
、
そ
の
原
因
の
除
去
、
予
防
に
努
め
る
こ
と
。

 ２
 
１
の
（
１
）
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
毎
学
年
１
回
、（
２
）
及
び
（
３
）
に
掲
げ
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
毎
学
年
３
回
定
期
に
検
査
を
行
い
、
そ
の
実
施
記
録
を
保
管
す
る
こ
と
。

 

 第５ 日常及び臨時の衛生検査 １ 学校給食衛生管理の維持改善を図るため、次に掲げる項目につい
て
、
毎
日
点
検

を
行
う
も
の
と
す
る
。
 

（
１
）
学
校
給
食
の
施
設
及
び
設
備
は
、
清
潔
で
衛
生
的
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
調
理
室
及
び
食

品
の
保
管
室
の
温
度
及
び
湿
度
、
冷
蔵
庫
及
び
冷
凍
庫
内
部
の
温
度
を
適
切
に
保
ち
、
こ
れ
ら
の

温
度
及
び
湿
度
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
２
）
食
器
具
、
容
器
及
び
調
理
用
器
具
は
、
使
用
後
、
で
ん
粉
及
び
脂
肪
等
が
残
留
し
な
い
よ

う
、
確
実
に
洗
浄
す
る
と
と
も
に
、
損
傷
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
、
熱
風
保
管
庫
等
に
よ
り
適
切

に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
フ
ー
ド
カ
ッ
タ
ー
、
ミ
キ
サ
ー
等
調
理
用
の
機
械
及
び
機
器

は
、
使
用
後
に
分
解
し
て
洗
浄
及
び
消
毒
し
た
後
、
乾
燥
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
３
）
使
用
水
に
関
し
て
は
、
調
理
開
始
前
に
十
分
流
水
し
た
後
及
び
調
理
終
了
後
に
遊
離
残
留

塩
素
が
０
．
１
ｍ
ｇ
／
Ｌ
以
上
で
あ
る
こ
と
並
び
に
外
観
、
臭
気
、
味
等
に
つ
い
て
水
質
検
査
が

実
施
さ
れ
、
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
４
）
調
理
室
に
は
、
調
理
作
業
に
不
必
要
な
物
品
等
を
置
い
て
い
な
い
こ
と
。

 

（
５
）
食
品
に
つ
い
て
は
、
品
質
、
鮮
度
、
箱
、
袋
の
汚
れ
、
破
れ
そ
の
他
の
包
装
容
器
等
の
状

況
、
異
物
混
入
及
び
異
臭
の
有
無
、
消
費
期
限
、
賞
味
期
限
の
異
常
の
有
無
等
を
点
検
す
る
た
め

の
検
収
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
ら
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
６
）
食
品
等
は
、
清
潔
な
場
所
に
食
品
の
分
類
ご
と
に
区
分
さ
れ
衛
生
的
な
状
態
で
保
管
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
 

（
７
）
下
処
理
、
調
理
、
配
食
は
、
作
業
区
分
ご
と
に
衛
生
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
８
）
生
食
す
る
野
菜
類
及
び
果
実
類
等
は
流
水
で
十
分
洗
浄
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
必
要

に
応
じ
て
消
毒
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
９
）
加
熱
、
冷
却
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
加
熱
す
べ
き
食
品
は
加
熱
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
温
度
と
時
間
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
1
0
）
調
理
に
伴
う
廃
棄
物
は
、
分
別
し
、
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
1
1
）
給
食
当
番
等
配
食
を
行
う
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
の
健
康
状
態
は
良
好
で
あ
り
、
服
装
は

衛
生
的
で
あ
る
こ
と
。
 

（
1
2
）
調
理
終
了
後
速
や
か
に
給
食
さ
れ
る
よ
う
配
送
及
び
配
食
さ
れ
、
そ
の
時
刻
が
記
録
さ
れ

て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
給
食
前
に
責
任
者
を
定
め
て
検
食
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
1
3
）
保
存
食
は
、
適
切
な
方
法
で
、
２
週
間
以
上
保
存
さ
れ
、
か
つ
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
1
4
）
学
校
給
食
従
事
者
の
服
装
及
び
身
体
が
清
潔
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
作
業
開
始
前
、
用
便

後
、
汚
染
作
業
区
域
か
ら
非
汚
染
作
業
区
域
に
移
動
す
る
前
、
食
品
に
直
接
触
れ
る
作
業
の
開
始

直
前
及
び
生
の
食
肉
類
、
魚
介
類
、
卵
、
調
理
前
の
野
菜
類
等
に
触
れ
、
他
の
食
品
及
び
器
具
等

に
触
れ
る
前
に
、
手
指
の
洗
浄
及
び
消
毒
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

（
1
5
）
学
校
給
食
従
事
者
の
下
痢
、
発
熱
、
腹
痛
、
嘔
吐
、
化
膿
性
疾
患
及
び
手
指
等
の
外
傷
等

の
有
無
等
健
康
状
態
を
、
毎
日
、
個
人
ご
と
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
本
人
若
し
く
は
同
居
人
に

感
染
症
予
防
法
に
規
定
す
る
感
染
症
又
は
、
そ
の
疑
い
が
あ
る
か
ど
う
か
毎
日
点
検
し
、
こ
れ
ら

が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
下
痢
、
発
熱
、
腹
痛
、
嘔
吐
を
し
て
お
り
、
感
染
症
予
防
法

に
規
定
す
る
感
染
症
又
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関
に
受
診
さ
せ
感
染
性
疾
患
の

有
無
を
確
認
し
、
そ
の
指
示
が
励
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
化

 

膿
性
疾
患
が
手
指
に
あ
る
場
合
に
は
、
調
理
作
業
へ
の
従
事
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
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２
 学校給食衛生管理の維持改善を図るため、次のような場合、必要があ

る
と
き
は
臨

時
衛
生
検
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。

 
①

 感染症・
食
中
毒
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
発
生
し
た
と
き
。

 
②

 風水害等
に
よ
り
環
境
が
不
潔
に
な
り
、
又
は
汚
染
さ
れ
、
感
染
症
の
発
生
の
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
。
 

③
 その他必

要
な
と
き
。
ま
た
、
臨
時
衛
生
検
査
は
、
そ
の
目
的
に
即
し
て
必
要
な
検
査
項
目

を
設
定
し
、
そ
の
検
査
項
目
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
定
期
的
に
行
う
衛
生
検
査
に
準
じ
て

行
う
こ
と
。
  第６ 雑則 １ 本基準に基づく記録は、１年間保存すること。 ２ クックチル方式により学校給食を提供する場合には、教育委員会等

の
責
任
に
お
い

て
、
ク
ッ
ク
チ
ル
専
用
の
施
設
設
備
の
整
備
、
二
次
汚
染
防
止
の
た
め
の
措
置
、
学
校
給
食
従
事

者
の
研
修
の
実
施
、
衛
生
管
理
体
制
の
整
備
等
衛
生
管
理
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
う
え

で
実
施
す
る
こ
と
。
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